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地震がきてもあわてないもしもの 「備え」

　　　 

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
Ｈ
23
）

の
影
響
で
、
津
波
の
脅
威
が
非
常
に
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特

に
岐
阜
県
の
場
合
は
、
津
波
が
こ
な
い

か
ら
安
全
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
我
が
国
に
は
約
2
0
0
0
の
活

断
層
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
活

動
度
や
活
動
し
た
際
の
社
会
へ
の
影
響

度
な
ど
を
考
慮
し
、
選
定
し
た
『
主
要

活
断
層
帯
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
97
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
断
層
の
数
が

一
番
多
い
の
が
中
部
地
方
で
す
」

自   

助
   

×
公   
助

   
×

共   

助

　

地
震
発
生
か
ら
し
ば
ら
く
経
過
す
る
と
、
大

震
災
へ
の
恐
怖
も
少
し
ず
つ
薄
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
間
違
い
な
く
、
地
震
は

再
び
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
、
備

え
を
し
て
お
け
ば
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
く
て
も

済
む
だ
ろ
う
。

 

「
こ
こ
数
十
年
を
見
る
と
、
兵
庫
県
南
部

地
震
（
Ｈ
7
）
・
鳥
取
県
西
部
地
震
（
Ｈ

12
）
・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
Ｈ
19
）
・

熊
本
地
震
（
Ｈ
28
）
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
実
際
に
発
生
し
た
こ
れ
ら
の
地
域

と
比
べ
て
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
断
層
の
数

は
岐
阜
県
の
方
が
多
い
の
で
す
。
す
な
わ

ち
、
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
他
県
に

比
べ
て
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

我
々
が
30
年
以
内
に
交
通
事
故
に
あ
う

確
率
は
約
25
%
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

岐
阜
県
付
近
で
、
30
年
以
内
に
経
験
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
海
溝
型
の
地
震

発
生
確
率
は
80
%
位
で
す
。
そ
れ
に
加
え

て
内
陸
直
下
地
震
の
発
生
も
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
交
通
事
故
よ
り
は
る
か
に

高
い
確
率
で
地
震
が
発
生
す
る
の
で
す
」

　

地
震
発
生
の
可
能
性
と
発
生
し
た
場

合
の
「
自
助
」
の
重
要
性
を
専
門
家
は

指
摘
す
る
。

　

40
年
以
上
に
渡
り
地
震
工
学
を
研
究

さ
れ
る
専
門
家　

杉す
ぎ

戸と 

真ま
さ

太た

さ
ん
に
話

を
う
か
が
っ
た
。
杉
戸
さ
ん
は
、
清
流

の
国
ぎ
ふ
防
災
・
減
災
セ
ン
タ
ー
長
を

務
め
る
、
地
震
工
学
の
第
一
人
者
だ
。

一．寝室に家具を置かない
　二．家具の転倒防止対策
　　三．備蓄方法のひと工夫
　　

 岐阜大学理事・副学長
（清流の国ぎふ 防災・減災センター長）

 杉
す ぎ

戸
と

 真
ま さ

太
た

 さん
 ●Masata Sugito

寝る場
所に

物を置
かない!
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1

いつ地
震
がくるの?

2011/3/11  
東北工業大学地震工学研究室の被災状況

（転倒防止用の金具が取り付けられていたが、強
い揺れが長く続き、すべての金具が外れ、家具な
どがすべて転倒した。）　　■提供：東北工業大学

「
い
つ
く
る
の
か
は
、

わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
つ

き
て
も
お
か
し
く
な
い

け
れ
ど
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
の
で
前
も
っ
て
今

か
ら
準
備
し
ま
し
ょ

う
。
や
っ
た
だ
け
の
価

値
は
絶
対
に
あ
り
ま

す
」

　

「
私
が
よ
く
言
う
の
は
〈
自
分
が

寝
て
い
る
部
屋
に
は
、
重
い
も
の
、

倒
れ
そ
う
な
も
の
を
置
か
な
い
〉

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
お
け

ば
、
も
し
、
寝
て
い
る
時
に
地
震
が

き
た
と
し
て
も
、
家
の
中
で
相
対
的

に
安
心
で
き
る
場
所
に
移
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
転
倒
防
止
措
置
を
講

じ
る
こ
と
も
あ
る
程
度
有
効
で
す

が
、
海
溝
型
地
震
の
よ
う
に
強
い
揺

れ
が
長
く
続
く
と
、
固
定
金
具
が
外

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
命

を
救
う
の
は
自
分
た
ち
な
の
で
す
。

　

た
ん
す
な
ど
の
重
い
家
具
は
た
い

て
い
倒
れ
る
方
向
が
決
ま
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
こ
と
も
考
え
た
置
き
方

の
工
夫
も
防
災
対
策
の
一
つ
で
す
。

　

た
だ
し
、
日
頃
か
ら
家
族
と
の
会

話
が
少
な
い
お
父
さ
ん
方
！

　

寝
室
の
た
ん
す
の
位
置
が
知
ら
ぬ

間
に
い
つ
も
と
変
わ
っ
て
い
た
ら
、

注
意
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

（
笑
）
」

阿寺断層帯

跡津川断層帯

養老 - 桑名 - 四日市断層帯

寝る場
所に

物を置
かない!

 

「
我
が
事
と
考
え
て
、
備
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
発
生
し
た
場
合
、
被
害

ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も

少
な
く
す
る
努
力
が
必
要
。
自
分
で
備

え
た
防
災
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
、
必

ず
、
過
不
足
な
く
役
に
立
ち
ま
す
。

1
0
0
%
で
な
い
け
ど
0
%
で
も
あ
り

ま
せ
ん
」

高山・大原断層帯

■内陸直下地震による  
　推定震度分布
　＜岐阜県地震被害想定調査　
　　(2013) ＞

どのように暮らせばいいの？
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40
箇
所
以
上
の
被
災
地
で
支
援
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
の

現
場
で
も
家
が
壊
れ
て
い
る
か
ど

う
か
は
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
す
。
特
に
、
１
９
８
1
年
の

建
築
基
準
法
改
正
前
の
家
は
、
地

震
が
き
た
時
に
壊
れ
る
確
率
が
、

ど
う
し
て
も
高
く
な
り
ま
す
。
で

も
、
す
ぐ
に
家
を
建
て
替
え
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
寝
室
を

は
じ
め
、
家
の
一
部
だ
け
を
丈
夫

に
し
て
お
く
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　　　

次
に
で
き
る
こ
と
は
、
タ
ン
ス
の

前
で
寝
な
い
こ
と
。
阪
神
淡
路
大
震

災
や
熊
本
地
震
で
も
そ
う
で
す
が
、

家
の
中
に
凶
器
と
な
る
も
の
が
倒
れ

て
き
ま
す
。
寝
て
い
る
時
は
一
番
無

防
備
な
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
、

せ
め
て
寝
室
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
。
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合

は
、
き
ち
っ
と
止
め
て
お
く
。
命
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　　　

災
害
大
国
・
日
本
に
住
む
国
民

と
し
て
３
日
分
程
度
の
食
糧
は

備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
備
え
も
、
特
別
に
準
備
す
る

の
で
は
な
く
、
「
家
庭
内
循
環
備

蓄
」
と
い
う
の
で
す
が
、
消
費
し

な
が
ら
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
暮

ら
し
に
負
荷
を
か
け
ず
に
備
蓄
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　

都
市
部
や
農
村
部
な
ど
、
地
域

に
よ
っ
て
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
が
異
な
る
こ
と
を
理
解

し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
で
犠
牲
と
な
っ
た
方

の
多
く
が
逃
げ
遅
れ
で
、
適
切
な

時
間
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て

お
け
ば
助
か
っ
た
事
例
は
多
く
あ

り
ま
す
。

　　　

ど
ん
な
ハ
ザ
ー
ド
（
危
険
）
と

暮
ら
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し

て
、
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
生

き
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　

関
市
に
地
震
が
く
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
な
い
と
し
た
ら
、

た
ま
た
ま
き
て
い
な
い
だ
け
で
、

地
震
は
日
本
中
ど
こ
で
も
起
こ
り

得
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
、

家
を
丈
夫
に
し
て
、
家
具
の
前
で

寝
ず
、
あ
る
程
度
は
家
庭
内
循
環

で
備
蓄
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
が

住
む
土
地
を
知
る
こ
と
が
、
事
前

に
で
き
る
備
え
で
す
。

 

『
ま
さ
か
！
』
と
言
わ
な
い
た
め

の
備
え
を
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

『
ま
さ
か
！
』
と
言
わ
な
い
た
め
に

く
り
た
の
ぶ
ゆ
き
　
●
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理
事
。

現
在
ま
で
に
40
箇
所
以
上
の
地
震
・
水
害
・
噴
火
な
ど
の
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行
う
一
方
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
や
人
づ
く
り
の
各
種
事
業
に
も
多
く
携
わ
る
。
ま
た
国
や
自
治
体
な
ど
の
防
災
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

関
す
る
各
種
委
員
会
の
委
員
も
歴
任
。
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
防
災
・
減
災
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
も
兼
務
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

栗
田
暢
之 

さ
ん

● 

家
を
丈
夫
に

● 
家
具
の
前
で
寝
な
い

● 

備
蓄
品
は
、

　
食
べ
な
が
ら
使
い
な
が
ら

● 

自
分
が
住
む
土
地
を
知
る

『
ま
さ
か
！
』
と
言
わ
な
い
た
め
に

く
り
た
の
ぶ
ゆ
き
　
●
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理
事
。

現
在
ま
で
に
40
箇
所
以
上
の
地
震
・
水
害
・
噴
火
な
ど
の
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行
う
一
方
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
や
人
づ
く
り
の
各
種
事
業
に
も
多
く
携
わ
る
。
ま
た
国
や
自
治
体
な
ど
の
防
災
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

関
す
る
各
種
委
員
会
の
委
員
も
歴
任
。
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
防
災
・
減
災
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
も
兼
務
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

栗
田
暢
之 

さ
ん

昭和23年以前

倒壊70%

昭和24年~36年

倒壊60%

昭和37年~49年

倒壊50%

昭和50年~60年

倒壊30%

昭和61年以降

倒壊10%

建築年代と倒壊率の比較

1995兵庫県南部地震、芦屋市 (毎日新聞社：毎日ムック1995.4より)

２階建て、木造軸組工法住宅、約1500棟
神戸市東灘区での全数調査（約800ヘクタール、約2000棟を対象）

『まさか！』と言わないための４箇条

・家を丈夫に

・家具の前で寝ない

・備蓄品は食べながら使いながら

・自分が住む土地を知る
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冷蔵庫はチェーンで柱に固定 タンスはL字金具で柱に固定

「家具を固定することで、強い地震に遭遇した場合でも数分間程度は倒れてくるまでの時間をかせぐ
ことができ、その間に逃げることができます。」（全建総連岐阜建労関総支部長　小林裕さん）
※同支部では、市内の高齢者世帯を対象に、家具転倒金具などの取り付けボランティアを行っています。

循環備蓄で日常の食材を多めに準備しておいても、災害時はガスや電気、水道が止まり、
食材を調理できないことが想定されます。そんな時に役立つのが『カセットコンロ』。
非常時用の保存食以外の備蓄品を活かすためにも『カセットコンロ』と『ガスボンベ』が
必需品となります。

これだけは知っておきたい

日頃からできるコト

その１．備蓄品は食べて使って補充して！

その３．家具の転倒防止対策を！

使った分の補充
も忘れずに！！
循環備蓄では、ストックしてい
るものはいつ食べてもかまい
ませんが、消費した量を必ず買
い足すようにしましょう。
災害は明日やってくるかもしれ
ません。消費した分は直後に補
充する習慣をつけましょう。

古い物から
使おう！
新しく購入したものか
ら消費していては、備
蓄品が古くなり、使用
期限が迫ってきます。
必ず古いものから消費
しましょう。

その２．『カセットコンロ』と『ガスボンベ』を
　　　　有効に活用すべし！！

なるほど!!

05 広報せき 2017.2
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平成28年分
「市・県民税の申告」
「所得税の確定申告」が始まります

　平成２８年分の申告受付が始まります。
　平成２９年１月１日現在、市内に住所がある人で、下記の「申告が必要な人」は、平成２８年１月～１２月の
１年間に得た所得について申告が必要です。期限内に申告を済ませましょう。

申告が必要な人

市・県民税の申告受付会場と受付時間

市役所で受付できない所得税の確定申告

主な収入が給与の人（パート、アルバイトの人も含みます） 主な収入が農業や営業の人、不動産による所得がある人

収入がなかった人

確定申告で所得税が還付される場合もあります

申告書へのマイナンバーの記載が必要になります

主な収入が年金の人

下記以外でも申告が必要な場合があります。詳しくは問い合わせください。

市・県民税申告会場 開設期間 時　間

市 役 所１階・市民 ホール
洞 戸 事 務 所 、板 取 事
務 所 、武 芸 川 事 務 所
武儀事務所、上之保事務所

 2月16日（木）

～

  3月15日（水）

（土・日曜日を除く）

午前9時～午後5時

税務 課市民 税係　☎23- 8 893照会先

○ 給 与 収 入の 合 計 額 が
2,000万円を超える人

○給与を２カ所以上から
もらっている人

○給与や退職所得以外の
所得の合計額が２０万
円を超えている人

○所得の合計額が、所得
控除の合計額を超えて
いる人

・多額の医療費を支払った人（医療費控除を受ける人）
・扶養控除や社会保険料控除などを追加する人
・平成２８年中に勤務先を退職し、年末調整が済んでいない人

平成28年分の申告から、申告書へのマイナンバーの記載ととも
に、本人確認（番号及び身元確認）書類の提示または写しの添
付が必要です。

市・県民税の申告会場においても、所得税の確定申告の受付ができますが、次の内容の申告をされる方は、アピセ・関で申告してください。
○土地、家屋などを売られた人　○山林を売るなどされた人　○損失の申告をされる人（株式売買など）　○青色申告をされる人
○贈与税、相続税などの申告をされる人　○住宅ローン控除の初回の申告をされる人

○公的年金の収入の合計
額が４００万円を超える
人

○公的年金以外の所得の
合計額が２０万円を超
える人

　所得税の確定申告が不要の人で、扶養控除や生命保険料控除
などの各種控除を受ける場合は、市・県民税の申告が必要です。

市役所の申告会場では、例年、午前中が混雑する傾向にあります。
申告の内容によっては受付時間が長くなる場合もありますので、時間に余裕をもってお越しください。

○勤務先から市へ、給与
支払報告書の提出がさ
れていない人

○給与や退職以外の所得
の合計額が２０万円以
下の人

○所得の合計額が、所得控
除の合計額を超えない人

○年金所得だけで、新た
に 各 種 控 除（ 扶 養 控
除 、生 命 保 険 料 控 除
等）を受けようとする人

○公的年金以外の所得の
合計額が２０万円以下
の人

確定申告が必要です

確定申告が必要です

確定申告が必要です

市・県民税の申告が

必要です

市・県民税の申告が

必要です

市・県民税の申告が

必要です

○課税所得証明書などの証明書の交付が必要な人
○国民健康保険税の軽減の対象になる人

市・県民税の申告が必要です
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計算コーナー オンライン作成コーナー

申告書作成会場

待合スペース
受 付

市民ホール

市役所
アトリウム

正面入口
申 告 会 場

認印（スタンプ式などの朱肉を使わない、材質の柔らかいものは不可）

金融機関の口座番号  （所得税の還付申告の場合、申告者本人の口座番号が必要です。）

マイナンバー確認書類の写し（①マイナンバーカード、②通知カード及び運転免

許証等の顔写真付きの証明書、③マイナンバーが記載された住民票及び顔写真付き

の証明書　※①②③いずれかの写し）

平成2 8年分　公的年金等の源泉徴収票

　市役所会場では、申告受付を円滑に行うため、申告に必要な書類の整理や計算が済んでいる人から順に受付を行います。
　収支計算や医療費の計算などは、事前にご自分で行っていただきますようご協力をお願いします。

 申告に必要なもの

 市役所会場での申告受付方法

申告に必要なもののリストです

※収支のわかる書類（主なもの）

　※次の控除を受ける場合の必要書類（主なもの）

昨年の収入（所得）について 必要書類

給与収入がある人 給与所得の源泉徴収票【原本】

年金をもらっている人 公的年金等の源泉徴収票【原本】

不動産所得がある人 収支を計算した収支内訳書

事業（農業も含みます）所得がある人 収支を計算した収支内訳書

控除の種類 必要書類

医療費控除
（年間10万円超または所得の5%のいずれか少ない額超）

医療費の領収書【原本】（平成28年1月～12月支払分）

保険などで医療費が補てんされた場合は、その金額がわかるもの
　領収書などは、あらかじめ合計金額の集計をお願いします。

社会保険料控除
（国民年金保険料、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料、任意継続保険料）

控除証明書等【原本】（支払った金額のわかるもの）

生命保険料控除
（一般の生命保険料、介護医療保険料、個人年金保険料）

保険料払込証明書【原本】

地震保険料控除 （地震保険料、旧長期損害保険料） 保険料払込証明書【原本】

障害者控除
（本人、配偶者、あなたが扶養している人について、障害者控除
の申告をする場合）

障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳など
　要介護認定者に対する障害者控除については、「障害者控除対象
者認定書」が必要です。市役所高齢福祉課、または各地域事務所で手
続きをお願いします。

寄附金控除 領収書【原本】

※例年「年金振込通知書」や「年金額改定通知
　書」を持参される人がいらっしゃいますが、　 
　「源泉徴収票」以外では申告できませんのでご
　注意ください。

「源泉徴収票」と記載された
　ものが必要です。
「源泉徴収票」と記載された
　ものが必要です。

申告に必要な書類がそろった方か
ら順に、番号札をお渡しします。
しばらくお待ちください。

準備ができ次第職員が
お呼びします。

パソコンの画面の案内にしたがって入
力することで、申告書などが作成でき
ます。

医療費の計算、収支内訳の整理などがお済み
でない場合、こちらをご利用ください。
計算が終わり次第、受付します。

申告に必要な書類
がそろっているか
確認します。

まずはここから

パソコンを使ってご自身
で所得税の確定申告書を
作成していただけます。



申告会場 開設期間 時　間

会　場 開設期間 時　間

○復興特別所得税の記載漏れにご注意ください。　

申告書の作成にあたっては、「復興特別所得税」欄の記載漏れのないようご注意ください。

○振替納税をご利用ください。

所得税等・消費税などの納付については、便利で安全・確実な「振替納税」をご利用ください。

アピセ・関
（関市平和通7丁目5番地1）

アピセ・関
（関市平和通7丁目5番地1）

2月16日（木）～3月15日（水）
（土・日曜日を除く）

2月16日（木）～2月28日（火）
（土、日曜日を除く）

午前9時～午後5時
 (受付終了時間　午後4時）

午前9時30分～正午
午後１時～午後４時

です。
所得税と
贈与税が 3月15日（水）消費税が 3月31日（金）申告・納付期限は、

○関税務署（川間町）では、申告書の作成指導は行いません。（申告書の提出のみの方は、関税務署でも受け付けています。）
　アピセ・関の申告会場では、パソコンを利用してご自分で申告書を作成していただきます。

※税務署の電話番号にお掛けいただくと、自動音声によりご案内します。
　所得税、消費税及び地方消費税の確定申告および贈与税の申告に関するご相談は「０」（平成29年2月16日(木)から3月15日(水)まで、

ご利用できます。）を、国税に関する一般的なご相談は「１」を、税務署からの照会やお尋ねは「２」を選択してください。

　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性、透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実現す
ることを目的として社会保障・税番号（マイナンバー）制度が導入されました。
　税務署へご提出いただく確定申告書については、平成29年1月から、マイナンバー（個人番号）の記載が必要であるとともに、本人確
認（番号及び身元確認）書類の提示または写しの添付が必要です。

「所得税など」「個人事業者の消費税など」「贈与税」の申告会場と受付時間

社会保障・税番号（マイナンバー）制度について

税理士による無料税務相談所の開設

申告書は、国税庁ホームページで作成できます

　申告会場に行かなくても、ご自宅のパソコンを使って、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、申告書を作成する
ことができます。
　作成した申告書は、印刷して郵送等により提出できます。また、「e-Tax（電子申告）」を利用して送信することもできます。詳しく
は、e-Taxホームページをご覧ください。

関税務 署 ☎22―2233照会先

○相談対象者
　　前年分の所得金額（注）が300万円以下の方で、消費税の課税事業者である場合は平成26年分の課税売上高が3,000万円以下

の方、給与所得者および年金受給者の方。（ただし、譲渡・山林所得がある方、贈与税の申告をする方は除きます。）
　　（注）青色事業専従者給与額・青色申告特別控除額又は事業専従者控除額を控除する前の所得金額
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関税務署からのお知らせ



　農業委員会は、農地の売買や貸借といった農地に関わる権利移動許可、農地転用に関する意見、農用地
利用集積計画の決定権、遊休農地の調査、新規就農者の相談などを行っています。昨年の法改正により、
28年4月より、農業委員会制度が大きく変更になりました。

農業委員会とは

　農業委員会等に関する法律の一部改正により、農業委員会は、農地の権利移動に係る許可などに加え、
農地利用の最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促
進）について、明文化され積極的に取り組んでいくことになりました。

農業委員会の役割の強化

　農業委員と連携し、地域における現場活動を推進する役割を担う「農地利用最適化推進委員」が新たに
設置されました。
　農地利用最適化推進委員は主に現地での活動を行い、そこで得た地域の声を農業委員会に届けていきま
す。
　農地利用最適化推進委員は、農業委員会が委嘱し、定数は25人になります。

農地利用最適化推進委員の新設

　農業委員の選出方法は、選挙及び市長の選任制から、議会の同意を要件とする市長の任命制へ変更とな
りました。
　農業委員の構成については、原則として農業委員の過半を認定農業者で構成すること、農業委員会の業
務に利害関係を有しない者を含めることなどが必要になりました。

農業委員の選出方法の変更

※推薦・応募の方法など詳しくは、市ホームページなどに掲載します。

農業委員会

農業委員
（市長が任命）

１９人

農地利用最適化推進委員
（農業委員会が委嘱）

２５人

　今回の制度改正により、農業委員会の会議を機動的に開催できるように農業委員の定数を現行の半数
程度とすることになりました。それを受けて、関市農業委員会の定数は、現在の任期満了（平成29年7月19
日）後には19人になります。

農業委員の定数の変更

募集期間

任　　期

2月8日(水)～3月7日（火）

7月20日(木)～平成32年7月19日（日）

今回の制度改正に伴い

「農業委員」と「農地利用最適化推進委員」の候補者を募集します。
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  農業委員会制度が改正されました
農 業委員会　☎23- 6765照会先
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3 月 31 日まで 4 月 1 日以降

　団塊の世代が75歳を迎える2025年には、関市人口の3割が 65歳以上の高齢者になると
見込まれています。
　全ての高齢者が、地域の中でいきいきとした生活が送れるよう、介護予防を中心とした「介
護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）」を始めます。
　総合事業は、高齢者を見守るなどの支え合いと、サロンや体操教室などで介護が必要になる
ことの予防ができる地域づくりを進め、生活に支援の必要な高齢者が、住み慣れた地域で生
活ができるようなサービスを、現在の介護保険サービスにプラスして提供します。

＊要支援1・2のデイサービスとヘルパーのサービスは、事業が開始しても同等のサービスを統合事業で受け
　ることができます。
＊総合事業のサービスは、基本チェックリストの実施により事業対象者と決定された方と要支援の認定を受け
　た方が利用できます。

◎総合事業のサービス内容（利用対象者：要支援１・２、事業対象者）

～住み慣れた地域でいきいきと自立した生活を送るために～

介護予防・日常生活支援総合事業を始めます
（4月1日開始）

訪問型
サービス

国基準相当訪問型サービス
（現行のサービスと同等）

掃除や洗濯、調理などの生活援助のほか、入浴の介助
などの身体介護を行います。

市独自基準訪問型サービス 掃除や洗濯、調理などの生活援助を行います。

通所型
サービス

国基準相当通所型サービス
（現行のサービスと同等）

施設での入浴やリハビリなどで身体機能を向上させま
す。

市独自基準通所型サービス 施設で楽しく集団での体操やレクレーションを行い、
身体機能、認知機能を向上させます。

介護給付（介護保険）
要介護認定者（要介護1~5）

介護給付
要介護認定者（要介護1~5）

予防給付
要支援認定者（要支援1・2）

訪問看護 福祉用具など

総合事業
要支援認定者（要支援1・2）

事業対象者
デイサービス

（通所型サービス）
ヘルパー

（訪問型サービス）

予防給付（介護保険）
要支援認定者（要支援1・2）

福祉用具貸与など
訪問看護

デイサービス
（予防通所介護）

ヘルパー
（予防訪問介護）

変化なし

変化なし

総合事業へ
変わります



高齢 福祉課　☎23-7730照会先
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◆内　　容

◆対  象  者

◆利用料金

◆内　　容

◆対  象  者
◆利用助成金

◆内　　容

◆対  象  者

◆利  用  日

◆利用料金

◆内　　容

◆対  象  者

◆利用期間

◆利用料金

高齢者の方が徘徊した場合に居場所を探索
して早期発見するための居場所を知らせる機
器等初期費用の助成を行います
徘徊の見られる 65 歳以上の認知症の方（40
歳以上の介護保険特定疾病対象者も含む）
を介護している方
基本料金などを直接システム業者へ支払い

高齢者の方が自宅で安全に生活できるよう、
65 歳以上の方の専用居室、浴室、洗面所、
台所、便所など床段差解消や手すりの取り付
けなど住宅改修費の一部を助成します
介護保険を利用して住宅改修を行う方
工事費の限度額 25 万円
※所得税課税額に応じて利用者負担が必要
介護保険の住宅改修制度を優先して利用（介
護保険の対象経費に助成額を加算）

高齢者向けの栄養バランスのとれた昼食（弁
当）を自宅まで配達します
前年の所得税が世帯全員非課税で、次に該当する方
・65 歳以上で一人暮らしの方および高齢者
世帯の方で調理の困難な方
・上記に準ずる身体障害者（1 級～ 3 級）の
方で調理が困難な方
毎日の昼食（お盆、年末年始を除く）※地域
により異なります
利用者負担第１段階（所得税が世帯非課税で老
齢福祉年金を受けている方、生活保護を受けて
いる方）１食３５０円
利用者負担第 2 段階（所得税が世帯非課税で第
1 段階に該当しない方）１食４４０円（弁当の実
費程度の代金を利用料としていただきます）

家族が葬祭などで不在の時にひとりにしてお
くことが心配な高齢者または虐待や生活困
窮等により緊急に保護を必要とする高齢者の
方を一時的に施設で預かります
一時的に養護を必要とする 65 歳以上の方で、
虚弱な高齢者、または要介護認定者（要支援
1 ～要介護 5）
利用期間限度　１回の利用につき連続１４日
以内
高齢福祉課までお問い合わせください

介護予防・日常生活支援総合事業の市独自基準訪問型・通所型サービスに移行するため廃止する事業

他サービスにより対応可能であるため廃止する事業

一部変更となる事業

①虚弱高齢者ホームヘルパー派遣事業　②生きがい活動支援通所事業　③コミュニティ・サポート事業

④寝具乾燥消毒サービス事業

⑤徘徊高齢者探索システム事業 

※赤字が変更したところ

⑥高齢者いきいき住宅改善助成事業

⑦配食サービス事業 

⑧緊急時ショートステイ事業  

平成29年4月より高齢者のための在宅福祉サービスが一部変わります

総合事業のサービス利用の方法
①高齢福祉課・
　地域包括支援センターへ相談

④地域包括支援センターによる
　サービス計画作成

⑤サービス利用開始

③決定（介護保険者証を送付）②必要な方には
　基本チェックリスト実施

決定が出るまでおおよそ 1 週間程度。介護保険の決定より早くなります。

保険証
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施設名 改定の一例
料金

照会先
旧 新

総合福祉会館 ・3-1~3-3会議室　9:00~17:00 1,600円 1,400円 福祉政策課
☎23-9031

武芸川健康プール ・高校生 400円 200円 保健センター
☎24-0111

田原リフレッシュ農園 ・1区画 5,000円 7,000円 農務課
☎23-7705

アピセ・関
・文化教養室 13:00～17:00 580円 500円

商工課
☎23-6752・第2研修室 13:00～17:00 420円 400円

勤労会館 ・小会議室 13:00～17:00 300円 250円

　本市はこれまで教育文化施設や公民館、スポーツ施設など多くの公共施設の整備を進め、住民福祉の向
上を図ってきました。
　これらの施設には、維持管理のための経費が多くかかり、その多くは市民の皆さんからの税金と施設を
利用する方からの使用料などでまかなわれています。市が経費の縮減や効率化に努めるのはもちろんです
が、使用料については、長年にわたって据え置かれたものも多くあり、社会経済の状況変化に伴い、施設
を利用する方と利用しない方との均衡などを考慮した適正な施設使用料とする必要があります。
　施設を利用する方に相応の負担を求めるにあたっては、利用者負担の原則のもと、利用者の負担割合と
公費（税金）の負担割合についての考え方を明確にすることが必要です。
　そうしたことから今回、統一的な使用料の設定基準を定め、その基準に基づき、公共施設の使用料の一
部を改定しました。また、今回の改定に伴い、高校生、高齢者などの年齢による区分や、障がい者など利
用者の性格に配慮した区分を一部の施設に新設しました。
　４月から新料金を適用します。皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

※下記は、今回の改定内容の一部を記載したものです。詳細は市ホームページをご覧になるか、担当課へお尋ねください。

（１）利用者負担の原則
　施設を利用する人と利用しない人との公平化を図るため、利用者負担を原則として使用料を算定します。ただし、利
用者に一律の負担を求めるのではなく、施設のサービスの性質に応じて利用者負担と公費負担の割合を設定します。
（２）算定方法の明確化

　使用料は、「原価（施設の管理運営に係る経費）」と施設ごとに「利用者負担率」を設定して算定します。

４月から公共施設の料金を改定します
～利用者と市民の負担を公平に～

使用料算定の考え方

主な施設の使用料の改定内容

◆照会先　財政課（☎23-7709）

施設の維持管理等に係る全ての経費

土地取得費、
施設の取得に係る
経費（建設費）など

原価×利用者負担率

【使用料の算定イメージ】

原価対象外

公費負担

施設の管理運営に係る経費（原価）

利用者負担
（使用料金）
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施設名 改定の一例
料金

照会先
旧 新

関鍛治伝承館 ・大人 200円 300円 観光交流課
☎23-7704

まなびセンター
・パソコン研修室(一般)　13:00～17:00 6,000円 2,000円 まなびセンター

☎23-7760・コスモホール　高校生、高齢者 300円 150円

中央公民館
・多目的ホール(平日)　13:00～17:00 6,000円 5,000円

生涯学習課
☎23-7777

・料理実習室 13:00～17:00 2,000円 1,800円

武儀生涯学習センター

・アリーナ 13:00～17:00 6,000円 5,000円

・多目的ホール(平日)　13:00～17:00 6,000円 4,400円

・大会議室 13:00～17:00 1,200円 1,000円

安桜ふれあいセンター ・大会議室 13:00～17:00 480円 600円

文化会館
・大ホール(平日) 　13:00～16:30 18,370円 19,000円

文化課
☎24-6455

・第5会議室13:00～16:30 600円 500円

円空館
・一般 200円 250円

・高校生 200円 無料

洞戸円空記念館
・一般 200円 250円

・高校生 200円 無料

篠田桃紅美術空間
・一般 300円 400円

・高校生 300円 無料

総合体育館

・メインアリーナ　13:00～17:00 6,800円 8,000円

スポーツ推進課
☎23-7766・温水プール　高校生 400円 200円

・トレーニングルーム　一般 100円 150円

市民球場 ・全日 6,300円 8,000円

中池公園事務所
☎24-0214

陸上競技場 ・グラウンド　全日 20,000円 22,000円

中池市民プール

・大人 310円 400円

・高校生 310円 200円

・高齢者、障がい者 310円 100円

十六所グラウンド（東） ・13:00～17:00 1,570円 1,500円

洞戸運動公園 ・13:00～17:00 6,300円 5,000円

上之保ふるさと広場（北） ・13:00～17:00 1,570円 600円

武芸川テニスコート ・13:00～15:00 600円 500円

中池体育館 ・体育室　高校生以上　13:00～17:00 1,050円 1,000円

武芸川体育館 ・体育室　高校生以上　13:00～17:00 2,100円 1,500円

中池自然の家 ・児童、生徒及びその指導者(1泊) 210円 300円
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　中濃地域広域行政事務組合一般会計の決算状況についてお知らせします。
　一般会計の歳入決算額においては、基金の取崩しにより繰入金の増加があったものの組合債の減少や国
庫支出金の減少により、前年度と比較して2.7% 減の20 億 5,286万円となりました。
　歳出決算額においては、その他の補助費等が増加したものの、平成 25年度から平成 27年度にかけて
行った溶融施設基幹的設備改良工事は最終年度のため投資的経費が減少したことにより、前年度と比較し
て3.7% 減の19 億 2,887 万円となりました。

◆照会先　中濃地域広域行政事務組合事務局　（☎25-1411）

平成２７年度 中濃地域広域行政事務組合一般会計決算の状況

●歳入

●歳出

用語の
説　明

分 担 金 及 び 負 担 金 関市、美濃市からの負担金
使 用 料 及 び 手 数 料 直接搬入される廃棄物の処理にかかる手数料
繰 入 金 基金（中濃地域広域行政事務組合の貯金）の取崩し
繰 越 金 前年度繰越金
諸 　 　 　 収 　 　 　 入 施設から排出される有価物（スクラップ等）の売却収入
組 合 債 施設を整備するための組合の借入金
そ の 他 基金の運用益等

用語の
説　明

人 　 　 　 件 　 　 　 費 組合、施設管理にかかる人件費
物 件 費 等 施設の運転管理にかかる費用
公 　 　 　 債 　 　 　 費 ごみ処理施設整備事業の償還金
投 　 資 　 的 　 経 　 費 施設の工事費用（溶融施設基幹的設備改良工事等）
そ の 他 補助費及び積立金等

区　　分 平成27年度 平成26年度 増減額 増減率（％）

分担金及び負担金 11億9,592万円 11億7,870万円 1,722万円 1.5%

使用料及び手数料 2億   641万円 2億　 76万円 565万円 2.8%

繰入金 1億9,316万円 150万円 1億9,166万円 12,777.3%

繰越金 1億   580万円 2億4,427万円 △1億3,847万円 △56.7%

諸収入 4,286万円 4,464万円 △178万円 △4.0%

組合債 3億   480万円 3億6,190万円 △5,710万円 △15.8%

国庫支出金 0万円 7,609万円 △7,609万円 皆減

その他 391万円 193万円 198万円 102.6%

歳入合計 20億5,286万円 21億   979万円 △5,693万円 △2.7%

区　　分 平成27年度 平成26年度 増減額 増減率（％）

人件費 6,895万円 5,213万円 1,682万円 32.3%

物件費等 7億7,372万円 7億9,492万円 △2,120万円 △2.7%

公債費 5億2,129万円 5億2,034万円 95万円 0.2%

投資的経費 5億4,406万円 6億2,337万円 △7,931万円 △12.7%

その他 2,085万円 1,323万円 762万円 57.6%

歳出合計 19億2,887万円 20億   399万円 △7,512万円 △3.7%

その他
0％

その他
1％

人件費
4％

国庫支出金
0％

組合債
15％

諸収入
2％

繰越金
5％

繰入金
10％

使用料及び
手数料

10％

分担金及び
負担金
58％

物件費等
40％

公債費
27％

投資的経費
28％

歳入合計
20億5,286万円

歳出合計
19億2,887万円
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　こんにちは。関市ビジネスサポートセンター
センター長の杉山です。
　Seki-Bizのご相談者の中で女性の割合が徐々
に増えてきました。開設当初の7月に13％だった
女性相談者の割合は、昨年12月には31％まで上
昇。業種はサービス業が26%と多く、次いで飲
食・宿泊、福祉・医療がそれぞれ20%程度となっ
ています。また、創業のご相談に来られた方は
22％で、男性の創業希望者の9%に比べて13%も
多い結果になっています。

　帝国データバンク発表の2015年10月の資料によると、都道府県別の女性社長比率はトップが青森県で
（10.2%）、最低は岐阜県の（5.0%）でした。Seki-Bizで相談を受けているとそんな感じは全く受けなかったの
で、意外な結果でした。
　関市とその周辺には多くの女性創業希望者がいます。Seki-Bizから多くの女性起業家を生み出し、最下位
脱出を目指したいと思います。女性に限らず「創業したい！」と考えている方はぜひSeki-Bizをご利用くださ
い。具体的な計画がなくても大丈夫です。まずは意見交換から始めましょう。
　Seki-Bizは堅実に頑張る中小企業の「より良くなりたい」を支援し、起業家の「夢を実現したい」を応援す
る産業支援拠点です。事業状況の確認から課題解決の提案・実行までを無料で継続的に行い、あなたの
チャレンジをサポートします！ぜひ、お気軽にお越しください！

営業日 火曜～土曜（日・月・祝日休み）

予約電話 0575-23-3955 予約 FAX 0575-23-3956 予約 mail info@seki-biz.net 

相談時間 午前 10 時～午後５時（正午～午後１時除く）

Vol.セキビズ  だより 02

広報せき 2017.02

　市内在住の18歳以上の方3,000人に、関市のまちづく

りの現状と今後の方策について、アンケート調査を実

施しました。（回収結果：1,400票、回収率：46.7％）

Ｑ．関市について自慢できるもの（上位５位）

１位　きれいな川や山などの豊かな自然環境　23.5％

２位　刀鍛冶などの伝統文化　19.4％

３位　おいしい水　12.7％

４位　ものづくりの技術や産業　8.9％

５位　うなぎや鮎などのご当地食　7.4％

Ｑ．関市が将来目指すべきまちの姿（上位５位）

１位　災害に強く、交通事故や犯罪の少ない、安全・安心なまち　16.9％

２位　高齢者や障がい者など、すべての人が安心して暮らせる福祉のまち　16.1％

３位　子どもを産み・育てやすい、子育てのサポートが充実したまち　12.1％

４位　商工業、サービス業などが活発で働く場に恵まれた産業のまち　10.1％

５位　道路や公共交通、上下水道などの生活基盤が整った、利便性の高いまち　9.9％

Ｑ．関市が今後力を入れるべき施策（上位５位）

１位　若い世代に対する子育て支援の充実　14.3％

２位　安心して暮らし続けるための防犯・防災対策の充実　13.3％

３位　保健・医療・健康づくりの充実　11.2％

４位　仕事と家庭の両立の支援などによる女性が働き続けられる環境の整備　8.9％

５位　多様な人や世代が共に暮らせるための福祉の充実　8.3％

Ｑ．地域で発生している問題（上位５位）

１位　高齢者世帯の増加　21.9％

２位　公共交通の利便性の低下　15.2％

３位　子どもの減少　11.5％

４位　商店・スーパーなどの閉鎖　7.7％

５位　未婚者の増加　7.0％

一人ひとりが健康に心がけ、
さまざまな分野でいきいきと
活動できる。
生涯にわたって誰もが元気に
現役で活躍できるまちが
いい！

森さんのVOICE

照会先 企画政策課（☎ 23-7014）

～あなたが描く１０年後のせき～

～総合計画策定にかかる市民アンケート調査より～

森　英子さん
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◆照会先　福祉政策課臨時福祉給付金係　（電話22-3131(代表)）
　　　　　厚生労働省給付金専用ダイヤル（電話0570-037-192）

関まつりに
参加しませんか

4月15日（土） 午後3時～（予定）
本町通り

4月15日（土） 午後6時45分～
本町通り
特等ほか多数の賞あり

2月28日（火）までに関市観光協会へ
（観光交流課内☎23―6726　 23―7741）

◆ 日 　 時
◆場 　 所

◆日 　 時
◆場 　 所
◆　賞

パレードの部

あんどんみこしコンクールの部

申 込 ・ お 問 い 合 わ せ 先

　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を
４月１５日（土）・１６日（日）に盛大に開催
します。
　今年も、パレードならびにあんどんみこし
コンクールへの出場者を募集します。自治会
や子ども会、事業所、同好会など、皆さん奮っ
てご応募ください。

「臨時福祉給付金（経済対策分）」のお知らせ
　平成26年4月からの消費税率引き上げの影響を緩和するため、住民税が課税されていない方などを対象
に、暫定的・臨時的な措置として「給付金（経済対策分）」を支給します。

次の要件をすべて満たす方が対象となります。
①平成 28 年 1 月 1 日において、関市に住民登録されている方
②平成 28 年度の市民税（均等割）が課税されていない方（ただし、ご自身を扶養している方が課税
　されている場合や、生活保護を受給されている方は対象になりません。）
　※支給の対象と思われる方に対して、２月上旬から順次申請書を郵送します。

①申請書
②本人確認ができる書類（運転免許証または、健康保険証などいずれか）のコピー
③振り込みを希望される通帳または、キャッシュカードのコピー

市役所 1 階市民ホール、各地域事務所　※郵送でも受け付け可能です。

“ 給付金詐欺 ” にご注意ください。関市役所からＡＴＭの操作をお願いしたり、手数料の振り込みを求めたり
することは絶対にありません。

2 月 8 日（水）～ 7 月 31 日（月）土・日・祝日を除く。午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
なお、次の期間は、市役所 1 階市民ホールまたはアトリウムにて時間を延長し、また土・日の受付を行います。
●期間／ 2 月 8 日（水）～ 2 月 15 日（水）　●時間／平日　午前 8 時 30 分～午後 7 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 土日　午前 9 時 00 分～午後 5 時

　支給対象者 1 人あたり 15,000 円

  1.  対象者

  2.  支給額（1回限り）

◎申請に必要なもの

◎受付場所

◎申請期間
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※一般競争入札により
　公売します。
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７
７
６
５
）

スタート/
ゴール

照会先 関市総合体育館　温水プール　 23-7762

プールで楽しく歩こう！

「運動不足解消」、「体調改善」、「腰痛予防、膝痛予防」

水中ウォーキング教室

●日　　程
●時　　間
●参  加  費

●対　　象
●申込方法

●定　　員
●担当講師

2月10日（金）・2月17日（金）・2月24日（金）
午後2時～2時45分
2,160円（税込：全3回）　※別途、プール利用料が必要です。

（1回当りの利用料：一般400円、65歳以上100円）
◎65歳以上の方は年齢が分かるものをご用意ください。
運動のできる健常な成人
2月9日（木）までに総合体育館地下1階温水プール窓口で申し込み。
※参加費をご持参ください。　※電話で予約も可能です。
※定員になり次第、締め切ります。
20人
㈱コパン　専属コーチ　

水中での歩行を様々なバリエーションで行なっていく教室です。
運動不足解消、シェイプアップ、腰痛予防、膝痛予防などの効果が
期待できる内容です。
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▽所在地番＝富之保字岩山崎 3013-11

▽地目・地積＝宅地・201.39㎡	 	

▽入札最低価格＝1,325,000 円	 	

物件
6番

▽所在地番＝肥田瀬字立岩1270-5

▽地目・地積＝宅地・195.83㎡
▽入札最低価格＝3,861,000 円

物件
1番

▽所在地番＝桜本町 2丁目1-4

▽地目・地積＝宅地・178.52㎡

▽入札最低価格＝5,531,000 円

物件
3番

▽所在地番＝肥田瀬字立岩1270-27

▽地目・地積＝宅地・195.83㎡

▽入札最低価格＝3,861,000 円

物件
2番

▽所在地番＝下有知字冨士二4692、4693、4694（3筆）

▽地目・地積＝雑種地・3筆計 4,149.75㎡	

▽入札最低価格＝64,701,000 円

物件
4番

▽所在地番＝洞戸高見字下村1815	 	

▽地目・地積＝雑種地・462.50㎡	 	

▽入札最低価格＝612,000 円	

物件
5番

◆申込期間　２月８日（水）～２月２２日（水）　午前９時～午後５時まで（閉庁日は除く。）	
◆入  札  日　３月１日（水）
　※入札参加申込書・資料などは総務管財課でお渡しします。	 	 	 	 	 	 	
　※入札最低価格以上で、かつ、最高額で入札された方を落札者とし、同額の場合は抽選とします。	 	
　※落札者とは14日以内に売買契約を結び、購入代金を契約日から20日以内に一括納入していただきます。	
　※購入代金のほか、移転登記費用・印紙税が必要です。

市有地・土地開発公社所有地の公売 ※一般競争入札により
　公売します。

▽所在地番＝板取字大道下タ1591-6

▽地目・地積＝宅地・858.64㎡	 	

▽入札最低価格＝3,640,000 円	 	

物件
7番

▽所在地番＝南町１丁目2-1	 	

▽地目・地積＝宅地・94.64㎡	 	

▽入札最低価格＝2,881,000 円

▽所在地番＝倉知字簗坪2603-3	 	

▽地目・地積＝山林・1,929.24㎡	 	

▽入札最低価格＝38,470,000 円

物件
9番

物件
10番

▽所在地番＝小瀬字一ノ門1132-1	 	

▽地目・地積＝宅地・728.00㎡	 	

▽入札最低価格＝29,197,000 円	 	

物件
8番

関市土地開発
公社所有地

関市土地開発
公社所有地

関市土地開発
公社所有地

建物付
木造２階建 
床面積 164.72㎡

◆照  会  先　総務管財課（☎23-7763）

広報せき 2017.02

『気候変動の時代に生きる』
　ここ100 年で日本の平均気温は約 1℃上がり、温暖化の大きな原因は二酸化炭素の
排出です。政府は 2030 年度の温室効果ガスの排出量を 2013 年度比で 26％削減す
るという目標達成のために、省エネ・低炭素型の製品・サービス・行動など、地球温
暖化対策のためのあらゆる「賢い選択」を促す国民運動「COOL CHOICE（クールチョ
イス）」を展開し、関市もさらなる地球温暖化の防止に向け、平成 28 年 10 月に「COOL 
CHOICE」の推進を宣言しました。
　今回、「COOL CHOICE」の推進の一環として、地球温暖化に関する現状と、私たち
にもできる温暖化防止活動についての講演会を開催します。

●日時
●場所
●内容

2月26日(日)午後1時30分～3時30分（午後1時開場）
わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」

・講演（80分）
　演題：「気候変動の時代に生きる」
　講師：杉山 範子 さん（名古屋大学大学院環境学研究科附属
　　　  持続的共発展教育研究センター特任准教授）

・講演（30分）
　演題：「身近にできる地球温暖化防止活動」
　講師：矢野 ちぐさ さん （グリーンエコごうど代表、
　　　  岐阜県地球温暖化防止活動推進員）

・展示　環境ネットせきの活動紹介

杉山 範子さん◆照会先　生活環境課　☎ 23 − 7702

環境講演会

入場無料

　
●主催　関市　●後援　関市自治会連合会　●協力　環境ネットせき
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平
成
28
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
を
、
12
月

１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
、
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
７
件
、
一
般

議
案
９
件
、
補
正
予
算
13
件
、
諮
問
２
件
、
選

挙
１
件
の
、
合
わ
せ
て
32
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
12
月
１
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
22

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同

意
し
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
可
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
市
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

▼
12
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
15
件
を
可
決
・

承
認
し
ま
し
た
。

　

使
用
料
の
適
正
化
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
な

ど
14
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
12
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
14
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
３
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
15
日
～
19
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
22
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告

が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ

た
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て

議
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

  

代
表
質
問
・
一
般
質
問

　
高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全

質
問　

事
故
防
止
の
取
組
み
は

　

答
弁　

高
齢
者
が
運
転
す
る
車
に
よ
る
交

通
事
故
は
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
関
市
の

よ
う
に
過
疎
地
域
も
包
括
す
る
地
方
都
市
で
は

自
動
車
の
必
要
性
が
高
く
、
そ
の
事
故
防
止
を

図
る
た
め
に
も
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢

者
講
習
や
講
習
予
備
検
査
は
大
変
有
効
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
市
で
も
、
高
齢
者
に
対
す
る
交

通
安
全
教
室
や
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
実
施
、
反
射
材
着
用
の
推
進
な
ど
で
、

引
き
続
き
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し

て
は
、
長
良
川
鉄
道
や
岐
阜
バ
ス
で
運
賃
の
優

遇
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
自
主
返
納
者

を
含
め
た
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
、

関
係
課
及
び
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
に
対
し
て
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
を
開
催
し
、

利
用
促
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
の
相
談
窓
口

質
問　

若
い
教
職
員
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
制

度
が
で
き
な
い
か

　

答
弁　

教
職
員
の
精
神
衛
生
を
含
め
た
健

康
問
題
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
学
校
で
は
、
職
場
の
管
理
職
や
先
輩
が
相

談
相
手
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
市
の
学
校
教
育

課
な
ど
に
も
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
担
当
者
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
相
談
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会
指
定
医

師
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
精
神
科
医
と

の
相
談
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
新
規
採
用
者
な
ど
の
若
い
教
職
員
は
、

新
し
い
環
境
に
馴
染
め
ず
悩
む
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
後
は
、
児
童
生
徒
の
マ

イ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
よ
う
に
、
教
職
員
の
場

合
は
学
校
の
枠
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

相
談
し
た
い
先
輩
や
同
僚
教
員
を
自
分
で
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
よ
り
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、

こ
の
制
度
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

広報せき 2017.2

市
議
会
第
4
回
定
例
会
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イ
ク
メ
ン
手
帳

質
問　

手
帳
の
導
入
は

　

答
弁　

市
独
自
の
イ
ク
メ
ン
手
帳
（
父
子
手

帳
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、「
パ
パ
・
パ
ス
ポ

ー
ト
」
と
い
う
名
称
で
作
成
を
進
め
て
お
り
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布

す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
パ
パ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
子
ど
も
の
成

長
の
記
録
だ
け
で
な
く
、
写
真
を
貼
っ
た
り
、

父
親
と
し
て
感
じ
た
こ
と
や
子
ど
も
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
夫
婦
で
出
産
や
子
育
て
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
こ
と
な
ど
、
父
親
と
し
て
の
思
い
出

を
残
せ
た
り
す
る
、
日
記
タ
イ
プ
の
も
の
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

パ
パ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
が
、
男
性
の
家
事
・
育

児
参
加
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
防
災
訓
練

質
問　

新
た
な
訓
練
項
目
は

　

答
弁　

洞
戸
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
実
施
さ
れ
た
今
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

次
の
４
つ
の
訓
練
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
で
、
洞
戸

小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
避
難
所
の
ル
ー
ル
作

り
や
資
機
材
の
組
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
２
つ

目
は
、
洞
戸
上
菅
谷
地
区
で
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
集
落
が
孤
立
し
た
と
い
う
想
定
で
、
土
砂

撤
去
作
業
要
請
等
の
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
３
つ
目
は
、
消
防
団
が
ド
ロ
ー
ン
を

使
い
、
倒
壊
家
屋
や
火
災
現
場
を
把
握
す
る
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
４
つ
目
は
、
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
予
防
対
策
訓
練
で
、
予
防

の
た
め
の
知
識
と
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
習
得
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
災
害
に
対
し
て
よ
り
有
効
な
訓

練
と
な
る
よ
う
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言

質
問　

概
要
と
取
組
み
は

　

答
弁　

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
（
賢
い
選
択
）
と

は
、
環
境
省
が
提
案
す
る
国
民
運
動
で
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
商
品
購
入
時
に
、
省

エ
ネ
・
低
炭
素
製
品
の
選
択
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
、

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
選
択
な
ど
、
省
エ
ネ
や
環
境

を
意
識
し
た
選
択
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
の
取
組
み
と
し
て
、

エ
コ
カ
ー
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
促
進
の
た

め
、
平
成
29
年
２
月
に
道
の
駅
に
お
い
て
、
エ

コ
カ
ー
の
試
乗
会
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
に

つ
い
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
紹
介

等
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
予
算

質
問　

予
算
編
成
方
針
と
重
点
施
策
は

　

答
弁　

10
年
間
の
合
併
特
例
期
間
が
終
了

し
普
通
交
付
税
が
縮
小
し
た
こ
と
や
、
社
会
保

障
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
財

政
運
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
各
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

わ
が
ま
ち
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
健
康
で
し

あ
わ
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
関
市
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
引
き
続
き
、「
経
済
・
産
業
」、「
歴

史
・
文
化
」、「
自
然
・
地
域
」、「
行
財
政
改
革
」、

「
市
民
協
働
」
の
５
分
野
に
関
す
る
施
策
に
重

点
を
置
き
、
新
年
度
予
算
の
編
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
へ
の
支
援

質
問　

公
共
施
設
や
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
状
況
と
方
針
は

　

答
弁　

市
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
及
び
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
や
地
域
生

活
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
公
共
施
設
等

の
新
設
・
改
修
時
に
は
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

も
の
に
な
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
に
基
づ
き
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
道
路
に
関
し
て
は
、
現
在
整
備
を
進
め

て
い
る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
歩
道
の
段

差
を
な
く
し
た
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
を
採
用
す
る

な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
基
準
に
適
合
す
る
構

造
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て

も
、
改
良
や
補
修
を
行
う
際
は
、
段
差
を
少
な

く
し
た
り
、
側
溝
等
に
細
目
タ
イ
プ
の
グ
レ
ー

チ
ン
グ
蓋
を
使
用
す
る
な
ど
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
が
多

く
利
用
さ
れ
る
歩
道
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
基

準
に
適
合
す
る
よ
う
改
修
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広報せき 2017.2
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児
童
虐
待
防
止
対
策

質
問　

子
育
て
世
代
孤
立
化
へ
の
対
策
は

　

答
弁　

市
で
は
、
転
入
さ
れ
た
家
族
へ
の
子

育
て
関
連
の
情
報
提
供
や
、
近
所
づ
き
あ
い
が

少
な
く
な
り
孤
立
化
し
て
い
る
家
族
に
対
す
る

「
す
く
す
く
ラ
ン
ド
」
へ
の
参
加
促
進
、
ま
た

保
健
師
・
助
産
師
が
家
庭
を
訪
問
す
る
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
、
さ
ら
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
や
子
育
て
支
援
ス
タ
ッ
フ
派

遣
事
業
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

育
児
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
強
化
の
た
め
、
平

成
28
年
10
月
の
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

ひ
だ
ま
り
」
の
開
設
に
続
き
、
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
と
相
談
支

援
を
専
門
と
し
た「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

を
平
成
29
年
４
月
か
ら
１
名
配
置
し
、
支
援
が

必
要
な
方
を
円
滑
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
結
び
つ

け
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
食
品
ロ
ス
対
策

質
問　

教
育
現
場
で
の
取
組
み
は

　

答
弁　

食
品
ロ
ス
（
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
）
削
減
の
た
め
の
取
組
み
と

し
て
、
小
中
学
校
で
は
、
給
食
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
よ
う
、
声
か

け
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
士

に
よ
る
食
育
に
関
す
る
授
業
や
小
学
校
低
学
年

を
対
象
と
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会

を
実
施
し
、
食
べ
物
の
大
切
さ
や
食
べ
物
に
感

謝
す
る
気
持
ち
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
残
さ

ず
食
べ
る
こ
と
な
ど
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
食
育
を
通
じ
て
食
品
ロ
ス
削
減

の
た
め
の
取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

質
問　

施
設
活
用
促
進
の
取
組
み
は

　

答
弁　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
入
浴
施
設
利
用
の
有
料
化
や
、
市
内
温

泉
施
設
へ
の
入
浴
助
成
事
業
の
影
響
等
も
あ
り
、

入
浴
施
設
を
利
用
し
た
い
と
い
う
方
が
、
年
々

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
カ
フ
ェ
の
開
催
や
ロ
コ
ト
レ
体
操
の

実
施
な
ど
と
い
っ
た
新
た
な
事
業
に
つ
い
て
は

好
評
で
利
用
者
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
全
体
で
、
１
２
，
０
０
０
人
以

上
の
方
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
入
浴

施
設
利
用
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
全
体
を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
事
業
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
中
学
生
海
外
研
修

質
問　

研
修
地
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
な
り
、
大

き
な
変
更
点
は
何
か

　

答
弁　

過
去
３
回
の
ア
メ
リ
カ
研
修
で
は
、

夏
休
み
が
日
本
と
同
じ
時
期
で
、
同
年
代
の
生

徒
と
の
交
流
が
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
２
日
間
、

現
地
の
中
学
生
と
一
緒
に
授
業
や
部
活
動
な
ど

の
学
校
生
活
を
送
り
、
そ
の
中
学
校
に
通
う
生

徒
の
家
庭
で
２
泊
３
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で

き
ま
し
た
。
十
分
な
英
語
力
が
な
く
て
も
現
地

の
同
世
代
の
中
学
生
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
よ

う
と
必
死
で
頑
張
り
、
文
化
の
違
い
や
言
葉
の

壁
を
超
え
て
友
情
を
育
ん
で
い
る
姿
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
研
修
先
等
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

と
同
様
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

人
数
に
つ
い
て
も
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が

参
加
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

質
問　

今
後
の
方
針
は

　

答
弁　

地
域
の
教
育
力
を
学
校
教
育
に
活

か
す
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
４
年
度
か
ら
市
独

自
に
は
じ
め
た
「
共
生
学
校
づ
く
り
委
員
会
」

や
、
平
成
12
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
学
校
評

議
員
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
市
は
、
保
護
者
や
、

地
域
の
方
々
に
学
校
運
営
に
積
極
的
に
参
画
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
学
校
運
営

協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）」

に
、
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
市
内
の
小
中

学
校
４
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
に
は
市
内
28

校
全
て
の
小
中
学
校
を
指
定
す
る
予
定
で
す
。

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
と
一
層
地
域
に
開
か
れ

た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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Ｑ
．
代
表
質
問
と
一
般
質
問
は
、
質
問
の
方
法

が
違
う
の
？

　

Ａ
．　

関
市
議
会
で
は
、
会
派
の
代
表
者
が

行
う
「
代
表
質
問
」
と
個
々
の
議
員
が
行
う
「
一

般
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。
両
者
で
は
質
問
の
方

法
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
代
表
質
問
で
は
、
議

員
が
ま
と
め
て
質
問
を
し
、
執
行
部
が
ま
と
め

て
そ
れ
に
答
え
る「
一
括
質
問
・
一
括
答
弁
方
式
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、

一
つ
の
質
問
に
対
し
て
そ
の
都
度
一
つ
ず
つ
答

え
る
と
い
う
「
一
問
・
一
答
方
式
」
を
採
用
し

て
い
ま
す
。「
一
問
・
一
答
」
に
は
、
や
り
取
り

が
分
か
り
や
す
い
こ
と
や
、
筋
書
き
の
な
い
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
い
質

問
や
資
料
を
準
備
し
て
い
な
い
質
問
に
対
し
て

市
側
が
明
確
な
答
弁
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
質
問
方
法
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
り
や
す

い
形
式
を
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を
放

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局 （
☎
23
―
９
０
６
８
）

 
関
市
議
会
Q
&
A

 

審
議
の
結
果
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案議般一 係関例条
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
千
疋
体
育
館
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定（
関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
板
取
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
及
び
関
市
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
別
館
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
道
の
駅
平
成
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
道
の
駅
む
げ
川
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
道
の
駅
ラ
ス
テ
ン

ほ
ら
ど
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定（
中
濃
公
設
地
方
卸
売
市
場
）

工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
（
公
共
下
水
道
関
市

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
長
寿
命
化
工
事
委
託
）

関
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正

使
用
料
の
適
正
化
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定

関
市
農
業
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

関
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
特
別
職
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
名

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

審
議
結
果

挙選 件案事人 算予正補
関
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
（
再
任
１
名
）

関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
（
再
任
１
名
）

平
成
28
年
度
関
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
28
年
度
関
市
特
別
会
計
補
正
予
算
〈
9
件
〉

【
国
民
健
康
保
険
（
第
２
号
）
／

下
水
道
（
第
４
号
）
／

財
産
区
（
第
２
号
）
／

中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
共
済
事
業
（
第
１
号
）
／

食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
第
２
号
）
／

農
業
集
落
排
水
事
業
（
第
３
号
）
／

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
（
第
２
号
）
／

介
護
保
険
事
業
（
第
２
号
）
／

簡
易
水
道
事
業
（
第
２
号
）
】

平
成
28
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

平
成
28
年
度
補
正
予
算　

専
決
処
分
の
承
認
〈
2
件
〉

【
一
般
会
計
（
第
４
号
）
／

下
水
道
特
別
会
計
（
第
３
号
）
】

議
案
名

可 同
意

可
決

可
決

可
決

承
認

審
議
結
果
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　昨年の12月、関商工会議所青年部が主催する「ジュ

ニアビジネスプランコンテスト」 が開催されました。 高

校生を対象に、 ビジネスのアイデアを競うコンテストで、

今回で３回目となりますが、 私は初めて審査員として参

加させていただきました。

　　高校生とは言っても、 大人顔負けのアイデアと、 何

よりもプランを発表する際のプレゼンテーション能力の

高さに驚かされ、 ３時間の長丁場でしたが時間を忘れ

るくらい楽しい内容でした。 コンテストですので、 大賞

や各賞を決めたのですが、 本当に素晴らしいアイデア

ばかりで、 すべてのプランが実現したら面白いだろうな、

と素直に思いました。

　　今回、 市長賞に輝いたのは、 偶然にも我が関商工

高校が考案したプラン、 『日本刀アイス』 でした。 そ

の名のとおり、 日本刀の姿をしたアイスクリームの開

発というとても斬新なアイデアで、 高校生の柔軟な

発想に改めて感心しました。 実は、 この 『日本刀アイ

ス』 のアイデアを実現しようという方々がいらっしゃる

とか ・ ・ ・ 。 これが商品化され、 関市の新たな名物と

なれば、 まさに刃物のまちならでは！日本で唯一のグル

メの誕生！？ ・ ・ ・考えるだけでワクワクします。 私、 個

人的にも大いに期待しています。

　　今年は、 関市の一大イベント 「刃物まつり」 が５０周

年を迎えます。 記念すべき第５０回刃物まつりに向けて、

現在、 刃物や日本刀に関するさまざまなイベントを計画

しています。 『日本刀アイス』 もお披露目できたらいい

ですね。 市民の皆さん、 乞うご期待！！

今年の刃物まつりは記念すべき第50回です

熱意のこもったプレゼンテーションでした
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★ 関市ならではの
　　　新たな商品が誕生！？ ★

　　　

人生を変えた１冊

～読書推進実行委員長～　北村隆幸 さん

詳しくはチラシやホームページ
 （http://honnoisseki.com/）
（QRコード）をご確認ください。

メール gakushu@city.seki.lg.jp照会先 ☎

詳しくはチラシやホームページ
 （http://honnoisseki.com/）
（QRコード）をご確認ください。

メール gakushu@city.seki.lg.jp照会先 ☎

『民俗学の旅』　宮本 常一 著

第１回“関リーディングスポット”認定！
関市で読書ができるお店、場所は
どこですか？

　私たち読書推進実行委員会は、関を「読書のまち」

にしようと取り組みをしています。関が「読書のまち」

になるためには、関市のまちに本がよく読める場所が

たくさんになればよいと思いませんか？

　そこで、私たちは、関市民100人以上にアンケートを

して、本が読める場所を募集しました。アンケート結

果と私たち読書推進委員会の協議によって、読書が

できるスポット「関リーディングスポット」を認定して

います。

　結果は、2月に読書推進委員会のホームページ、並

びに、マップを作成して周知いたします。

☆選定の基準☆

座りごこちがよい・明るさが適当・音（かかっている音

楽、周囲の騒音）・読書ができる雰囲気（長居ができ

る）・禁煙、分煙である 

　今、私は、まちづくりの
仕事をしていますが、この
仕事に関わりだした学生の
頃、恩師に「まちづくりをや
るなら必読」と紹介された
のが宮本常一でした。日本
全国を歩いて、その土地の
人々 の話を聞き続けた民俗
学者。彼の本を読み漁りま
したが、特にこの本は自伝
で、考え方が書かれていて
います。人の生活深くに根付いたものにこそ、まちづくり
の大切さがある。今でもそのことを大事にしています。

詳しくはチラシやホームページ
 （http://honnoisseki.com/）
（QRコード）をご確認ください。

メール gakushu@city.seki.lg.jp照会先 ☎

関の読書 推 進企画
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平成28年12月16日〜1月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。

1月1日、上之保地域では元日恒例のジョギング大
会が開催されました。今年は素晴らしい晴天に恵
まれ、200 人ほどの参加者は上之保生涯学習セン
ターから元気よくスタート。それぞれのペースで、ふ
るさとの正月風景を楽しみながら、ジョギングを楽し
んでいました。

元日から元気よくスタート

防災の決意新たに

未来を切り拓け

フィリピンの料理を実践

1月2日、関市の伝統行事「古式日本刀鍛錬打ち初
め式」が行われました。刀匠たちは、春日神社で今年
の安全と盛業を祈願した後、伝承館鍛錬場で伝統の
技を披露しました。真っ赤に熱せられた玉鋼を、大つ
ちでたたく姿は迫力があり、今年も多くの見物客を
魅了しました。

1月9日、関市消防
出初め式が開かれ

、消防団員を

はじめ多くの関係者
が参加しました。文

化会館では

式典のほか、団員や
車両の観閲が行わ

れ、防災への

備えを改めて確認
しました。この後、

津保川河川敷

に会場を移して恒例
の一斉放水も行わ

れ、見物に訪

れた市民からは歓
声が上がりました。

1月15日、関市国際交流協会による「世界の料理
交流会」が開催されました。今回取り組んだのはフィ
リピンの家庭料理。講師に市内在住の岩井マリアさ
んを迎え、トマトソースを基にした「ミヌード」やスー
プ「ティノーラ」など3品を作って味わいました。

1月8日、市内各地域で成人式が開かれ、約800 人
の新成人が参加しました。文化会館で開催された式
典では、実行委員会の皆さんが司会を務めるなど活
躍し、式を大いに盛り上げました。そして今年のテー
マ「一刀両断～未来を切り拓け～」のごとく、自分た
ちの手で未来を切りひらいていくことを誓いました。

刃物のまちに新春を告げる
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い
い
人
見
つ
け
よ
う
in
せ
き

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

農
山
村
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
そ
う
と
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
、

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

■
日
時　

３
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
午
前
９
時
30
分
受
付
）

■
場
所　

関
観
光
ホ
テ
ル
（
池
尻
91
―
２
）

■
参
加
資
格　

30
～
40
歳
代
（
男
性
は
市
内

在
住
、
ま
た
は
居
住
希
望
の
方
）

■
募
集
人
員　

男
女
各
15
人
（
抽
選
お
よ
び

選
抜
あ
り
）

■
参
加
費　

男
性
５
０
０
０
円
、
女
性
３
０

０
０
円

■
応
募
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
農

業
委
員
会
、
地
域
事
務
所
に
設
置
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
２
月

28
日
（
火
）
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
、
メ
ー
ル
。

■
内
容　

食
事
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
、
お
見
合

い
回
転
人（
一
対
一
の
自
己
紹
介
）、カ
ッ

プ
リ
ン
グ
タ
イ
ム
な
ど

■
照
会
先　

関
市
農
業
委
員
会
（
☎
23
―
６

７
６
５　

nogyo@
city.seki.lg.jp

）

畜
産
物
を
使
用
し
た
料
理
講
習
会

　

地
域
特
産
の
食
材
を
使
用
し
た
料
理
や
デ

ザ
ー
ト
作
り
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
22
日
（
水
）
▽
午
前
10
時
～

午
後
２
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
料
理
実
習
室
」

■
対
象　

市
内
在
住
の
一
般
の
方

■
定
員　

30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
期
間　

２
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）

■
申
込
・
照
会
先　

農
務
課
（
☎
23
―
７
７

０
５
）

関
市
・
各
務
原
市
・
美
濃
加
茂
市
広
域

連
携
事
業
「
ネ
ッ
ト
で
資
金
調
達
！

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
セ

ミ
ナ
ー
」

　
「
新
し
い
事
業
に
挑
戦
し
た
い
！
で
も
、

資
金
の
調
達
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。」
そ

ん
な
悩
み
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
21
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４

時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
３
―
１
会
議
室
」

■
内
容　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕

組
み
・
効
果
的
な
活
用
法
、「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ

Ｏ
美
濃
國
」
の
取
り
組
み

■
講
師　

酒
匂
雄
二
さ
ん
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
大

阪
事
務
局
）
ほ
か

■
定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
）

■
申
込
・
照
会
先　

商
工
課
（
☎
23
―
６
７

５
２
、

23
―
７
７
４
１
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ

ー
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
資
金
の
循
環
モ
デ
ル
」

■
日
時　

２
月
9
日
（
木
）
午
後
５
時
30
分

～
８
時

■
場
所　

関
信
用
金
庫
本
店
６
階　

ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
（
東
貸
上
12
―
１
）

■
講
師　

木
村
真
樹
さ
ん
（
あ
い
ち
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
財
団
理
事
長
）

■
対
象　

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
社
会
的
企

業
や
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
事
業
を
営
む

方　

▽
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
の

創
業
を
お
考
え
の
方　

▽
地
域
金
融
機

関
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
関
の
職
員
の
方

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

ど
な
た
で
も

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課（☎ 23-7777）

2月3日（金）〜2月10日（金）

2月14日（火）〜2月24日（金）

2月25日（土）〜3月3日（金）

関商工高等学校　美術部作品展

子ども作品展エントランスホール展

ぎふ水土里の展示会

広報せき 2017.2関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー

■照会先  
せき・まちかど工房を支援する会 （本町2丁目29  ☎46-9589）

午前10時〜午後5時

2月7日（火）〜12日（日）

俳画絵手紙教室
作品展

2月21日（火）〜26日（日）

布遊び教室展

2月14日（火）〜19日（日）

蘭峰書道教室作品展

2月28日（火）〜3月5日（日）

高林八恵子水彩展

関を描く
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路
線
バ
ス
で
武
儀
・
上
之
保
の
旅
！

　

市
街
地
か
ら
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
冬
の
武

儀
・
上
之
保
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
温
泉
や

道
の
駅
で
心
と
体
が
温
ま
る
よ
う
な
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

期
間
中
は
上
之
保
温
泉
や
道
の
駅「
平
成
」

で
バ
ス
旅
特
典
が
あ
り
ま
す
。

■
開
催
日　

２
月
１
日
（
水
）
～
28
日
（
火
）

※
毎
週
水
曜
日
は
、
上
之
保
温
泉
は
定
休
日

で
す
。
各
施
設
の
営
業
日
、
営
業
時
間

に
つ
い
て
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
出
発
時
間　

関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

9
：
21
発
、
10
：
46
発
等

※
関
上
之
保
線
の
最
寄
バ
ス
停
か
ら
な
ら
、

ど
こ
か
ら
で
も
乗
車
で
き
ま
す
。

■
運
賃　

モ
デ
ル
コ
ー
ス
（
関
→
上
之
保
温

泉
→
道
の
駅
「
平
成
」
→
関
）
の
場
合

７
０
０
円

※
温
泉
入
浴
料
な
ど
、
各
施
設
で
の
費
用
は

別
途
必
要
で
す
。

【
乗
り
方
教
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
】

　

バ
ス
の
乗
り
方
が
分
か
ら
な
い
、
不
安
と

い
う
方
に
は
、
期
間
中
に
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

巡
り
な
が
ら
、乗
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

２
月
２
日（
木
）、６
日（
月
）、

17
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
45
分
予
定

■
集
合
場
所　

関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
バ
ス

乗
り
場

■
定
員　

各
日
10
人
（
要
事
前
予
約
）

※
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
特
典
、
乗
り
方
教
室
の

詳
細
は
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
協
働
課
（
☎
23
―

６
８
３
１
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う
」

　

焼
い
た
ク
ッ
キ
ー
の
表
面
を
、
砂
糖
や
卵

白
を
着
色
し
て
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ア
イ

シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す
。
名
前
入
の

出
産
内
祝
い
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

■
日
時　

２
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

小
学
生
以
下
の
親
子

■
参
加
費　

１
３
０
０
円

■
定
員　

10
人

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル

■
講
師　

宮
西
か
お
り
さ
ん
（
ア
イ
シ
ン
グ

ク
ッ
キ
ー
講
師
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

第
22
回
せ
き
ま
ち
か
ど
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ

　

市
内
の
歴
史
・
文
化
を
解
説
し
な
が
ら
、

武
儀
郡
と
加
茂
郡
の
境
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
期
日　

２
月
26
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所
　
吉
田
観
音
西
門
前
駐
車
場

（
須
田
写
真
館
前
）

■
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
９
時

※
当
日
受
付
。
※
参
加
賞
あ
り
。

■
現
地
案
内　

午
前
９
時
～
11
時
50
分

■
照
会
先　

せ
き
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
・
纐
纈

（
０
９
０
―
４
７
９
７
―
３
６
１
１
）

第
8
回
ぎ
ふ
・
関 

全
国
子
ど
も

木
の
造
形
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
お
よ
び
特
別

支
援
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
よ
る
木

の
造
形
作
品
展
で
す
。
観
覧
無
料
で
す
。

■
日
時　

２
月
４
日
（
土
）
～
５
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

※
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
。

■
場
所　

関
市
文
化
会
館

■
表
彰
式　

２
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
～

※
関
市
子
ど
も
美
術
展
と
併
催
し
ま
す
。

■
照
会
先　

関
市
子
ど
も
文
化
事
業
実
行
委

　

員
会
（
☎
23
―
７
７
２
２
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
照
く
だ
さ
い
。

関
市
文
化
協
会

第
10
回
関
文
化
の
ま
つ
り

■
日
時　

２
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
（
大
ホ
ー
ル
、
ホ

ワ
イ
エ
、
小
ホ
ー
ル
、
３
階
会
議
室
）

■
内
容　

市
民
の
皆
様
に
文
化
協
会
加
盟
各

部
門
団
体
（
茶
華
道
・
邦
楽
・
美
術
工
芸
・

文
芸
・
園
芸
・
洋
楽
）
に
よ
る
心
躍
る

芸
術
文
化
を
鑑
賞
・
体
験
・
交
流
し
て

い
た
だ
き
気
軽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
ー
６
４
５
５
）

関
市
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

葉
っ
ぱ
で
年
商
２
億
６
千
万
円
、
山
あ
い

の
町
に
仕
事
が
出
来
た
！
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

仕
掛
け
人
の
ナ
マ
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

■
場
所　

武
芸
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
多

　

目
的
ホ
ー
ル
」

■
内
容　
「
一
枚
の
葉
っ
ぱ
か
ら
生
ま
れ
た

　

幸
せ
」
～
居
場
所
と
出
番
づ
く
り
～

■
講
師　

横
石
知
二
さ
ん
（
株
式
会
社
い
ろ

　

ど
り
代
表
取
締
役
）

■
定
員
　
３
０
０
人　

※
申
し
込
み
不
要

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

市
民
協
働
課
（
☎
23
―
７
７
１

　

１
）

関市総合体育館のお知らせ

2月2日（木）、16日（木）午後7時〜9時　※登録料要

2月11日（土）午後1時30分〜4時　※参加無料
※２月より温水プールが利用できます。

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会

2月24日（金）午後7時〜8時の部／午後8時〜午後9時の部
※各部100人（申込順）　※屋内用シューズ持参

■申込・照会先　2月1日（水）〜19日（日）の間に
     関市総合体育館・温水プール（☎23-7762）まで

広報せき 2017.2 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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観
光
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
関
市　
～
新
た
な
る
「
せ
き
」

へ 
伝
統
の
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
～

■
日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら 

　

※
午
後
６
時
30
分
開
場

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

　

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
参
加
費　

無
料　

※
申
し
込
み
不
要
。
お

　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

▽
基
調
講
演　

パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク

　

ン
『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
も
て
な
し
』
▽

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
照
会
先　

企
画
政
策
課（
☎
23
―
７
０
１
４
）

か
ざ
ぐ
る
ま
コ
ン
サ
ー
ト

　

コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
「
ナ
歌
喜
（
な
か
よ

し
）」
と
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
25
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

　

３
時　

※
午
後
１
時
30
分
開
場

■
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ざ
ぐ

　

る
ま
（
稲
口
７
７
４
―
１
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　
（
医
）
明
萌
会
「
地
域

　

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ざ
ぐ
る
ま
」担
当
：

　

佐
藤
（
☎
21
―
５
５
６
６
）

「
日
本
刀
入
門
」
講
座　

　

日
本
刀
の
歴
史
や
魅
力
に
つ
い
て
、
や
さ

し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

■
日
時
と
内
容　

・
第
１
日
目　

２
月
19
日
（
日
）「
日
本
刀

に
つ
い
て
」　

愛
刀
会

・
第
２
日
目　

２
月
26
日
（
日
）「
日
本
刀

の
研
磨
・
外
装
に
つ
い
て
」　

技
能
会　

・
第
３
日
目　

３
月
５
日
（
日
）「
日
本
刀

の
作
刀
に
つ
い
て
」　

刀
匠
会

※
各
自
で
鍛
錬
一
般
公
開
（
関
鍛
冶
伝
承
館

に
て
午
前
10
時
～
）
の
見
学
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

・
第
４
日
目　

３
月
12
日
（
日
）「
日
本
刀

鑑
定
入
門
講
座
」　

保
存
会

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
で
す
。

■
場
所　

関
市
文
化
会
館

■
受
講
資
格　

高
校
生
以
上
で
日
本
刀
に
興

味
が
あ
る
方

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
主
催　

関
伝
日
本
刀
鍛
錬
技
術
保
存
会

■
申
込
・
照
会
先　

２
月
１
日
（
水
）
か
ら

文
化
課
へ
電
話
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

小
学
生
対
象
・
ゴ
ル
フ
教
室

■
日
時　

２
月
26
日
、
３
月
５
日
、
12
日
、

19
日
の
各
日
曜
日　

午
後
６
時
～
７
時

■
場
所　

ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
岐
阜
関
練
習

場
（
小
屋
名
）

■
対
象　

市
内
の
小
学
生　

※
４
年
生
以
下

の
児
童
は
保
護
者
同
席
願
い
ま
す
。

■
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

■
受
講
料　

無
料

■
指
導
者　

ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
岐
阜
関
練

習
場
所
属
プ
ロ
、
中
部
学
院
大
学
ゴ
ル

フ
部
員

■
持
ち
物　

手
袋
、
ク
ラ
ブ
（
ク
ラ
ブ
が
な

い
方
は
お
貸
し
し
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

２
月
１
日（
水
）～
９
日（
木
）

の
間
に
、
関
市
総
合
体
育
館
窓
口
で
申

し
込
み
。
※
電
話
申
し
込
み
不
可
。

■
照
会
先　

関
市
体
育
協
会
（
関
市
総
合
体

育
館
内　

☎
23
ー
８
５
２
５
）

市
営
住
宅
入
居
者
（
定
期
募
集
分
）

【
公
営
住
宅
】

■
入
居
資
格　

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方　

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
の
あ
る
方　

▽
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方　

▽
収
入
基
準
以
内
の
方 

▽
「
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

■
収
入
基
準　

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８

千
円
以
下　

▽
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い

者
世
帯
＝
月
額
21
万
４
千
円
以
下　

▽

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
千
円
以
下

■
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
水
） 

～
15
日

（
水
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　

３
月
25
日
（
土
）

■
選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

■
申
込
先　

都
市
計
画
課
ま
た
は
募
集
住

宅
が
所
在
す
る
地
域
事
務
所
※
申
込
用

紙
や
収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
詳
し
く
は
、

都
市
計
画
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
照
会
先　

都
市
計
画
課（
☎
23
―
８
１
２
１
）

市
営
住
宅
入
居
者
（
随
時
募
集
分
）

【
公
営
住
宅
】

■
入
居
資
格
・
収
入
基
準　

▽
市
営
住
宅
入

居
者
（
定
期
募
集
分
）
参
照　

■
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
水
）
～
３
月
31

日
（
金
）

■
入
居
予
定
日　

随
時

■
選
考
方
法　

申
込
必
要
書
類
を
受
理
し
た

順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―

８
１
２
１
）
※
申
込
用
紙
や
収
入
基
準
、

家
賃
な
ど
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
へ

お
尋
ね
下
さ
い
。

住
宅
名

間
取

月
額
家
賃

戸
数

武
芸
川
西
布

3
D
K

１
０    

４
０
０
円
よ
り

1

武
芸
川

宇
多
院
Ｂ
棟
2
L
D
K
１
７    

２
０
０
円
よ
り

２

住
宅
名

間
取

月
額
家
賃

戸
数

松
ケ
洞

3
D
K

１
３   

７
０
０
円
よ
り

2

北
天
神

3
D
K

１
７  

２
０
０
円
よ
り

２

, ,

, ,

2月5日（日）
3月5日（日）
午前9時～正午
市民課・国保年金課・
生活環境課・水道お客様
センターに係る手続き

2・3月の
市役所

休日窓口開設

■照会先 市民課 ☎23-7700

広報せき 2017.2関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
Ｅ
Ｖ
）
内
に

広
告
を
載
せ
ま
せ
ん
か

　

市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
武
芸
川
事
務
所
内

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
壁
面
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

■
掲
載
場
所　

▽
本
庁
舎
Ｅ
Ｖ
＝
９
枠
（
１

基
３
枠
）
▽
武
芸
川
事
務
所
Ｅ
Ｖ
＝
３
枠

■
大
き
さ　

１
枠
あ
た
り
Ａ
２
判
縦
（
縦
５

９
４
㎜
×
横
４
２
０
㎜
）
の
紙
ポ
ス
タ
ー

■
掲
載
料
金　

▽
本
庁
舎
Ｅ
Ｖ
＝
１
枠
１
万

円
／
月　

▽
武
芸
川
事
務
所
Ｅ
Ｖ
＝
１

枠
５
千
円
／
月

■
申
込
・
照
会
先　

総
務
管
財
課
（
☎
23
―

７
７
６
３ 

）

心
の
相
談
員

　

関
市
内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
心
の
相

談
員
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
活
動

す
る
方
の
登
録
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

心
の
相
談
員

■
活
動
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
学
校
の

授
業
日
）

■
活
動
時
間
お
よ
び
活
動
日
数　

１
日
４
～

５
時
間
程
度
（
子
ど
も
が
学
校
に
い
る

時
間
帯
）
で
、
年
間
８
１
６
時
間
以
内

■
活
動
内
容　

児
童
生
徒
の
悩
み
を
聞
く
な

ど
教
育
相
談
を
行
う
。

■
活
動
場
所　

市
内
小
中
学
校

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
そ
の
他　

教
員
免
許
状
等
の
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

　

７
４
１
１
）

小
中
学
校
図
書
整
理
員

　

４
月
か
ら
、
小
中
学
校
の
図
書
館
で
勤
務

す
る
図
書
整
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

学
校
図
書
整
理
員

■
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
学
校
の
授

業
日
）

■
勤
務
時
間
お
よ
び
勤
務
日
数　

１
日
４
時

間
以
内
（
子
ど
も
が
学
校
に
い
る
時
間

帯
）、
年
間
１
９
４
日
以
内

■
職
務
内
容　

図
書
の
貸
し
出
し
や
修
理
、

デ
ー
タ
の
登
録
な
ど

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

■
そ
の
他　

エ
ク
セ
ル
程
度
の
操
作
が
可
能

な
方
に
限
り
ま
す
。
司
書
資
格
の
あ
る

方
を
優
遇
し
ま
す
。
賃
金
な
ど
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

８
１
２
６
）

消
費
生
活
相
談
員

■
職
種　

消
費
生
活
相
談
員

■
募
集
人
数　

１
人

■
勤
務
開
始
日　

４
月
１
日

■
勤
務
日　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時

■
勤
務
場
所　

消
費
生
活
相
談
室
（
商
工
課

内
）

■
資
格　

消
費
生
活
相
談
員
資
格
等
を
有
す

る
方

■
そ
の
他　

賃
金
・
職
務
内
容
な
ど
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

２
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
商
工
課
（
☎
23
―
６
７
５
２
）

「
関
市
の
農
業
魅
力
発
見
ナ
ビ
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
参
加
者

　

関
市
に
お
け
る
農
業
の
現
状
、
農
産
物
や

農
産
加
工
品
に
つ
い
て
、
農
業
体
験
な
ど
を

通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
関
市
の
農
業
を
知
っ

て
い
た
だ
く
体
験
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
時　

3
月
11
日
（
土
）
午
前
9
時
集
合

■
集
合
場
所　

市
役
所
駐
車
場

■
主
な
内
容　

▽
ゆ
ず
の
苗
木
植
付
け
体
験

▽
ゆ
ず
加
工
体
験
と
試
食
▽
い
ち
ご
収

穫
体
験
と
試
食
▽
ふ
る
里
農
園
美
の
関

直
売
所
視
察

■
参
加
募
集
人
数　

30
人

■
参
加
要
件　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
１
人

以
上
に
対
し
、
保
護
者
１
人
以
上
の
参

加
（
大
人
の
み
ま
た
は
子
供
の
み
の
申

し
込
み
は
不
可
）

■
参
加
費　

大
人　

２
０
０
０
円
、
子
ど
も

千
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
専
用
の
申
込

用
紙
を
２
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

ま
で
に
事
務
局
へ
提
出
（
申
込
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
）

■
申
込
先　

関
市
の
農
業
魅
力
発
見
ナ
ビ
実

行
委
員
会
事
務
局
（
農
務
課
内　

☎
23

―
７
７
０
５　

23
―
７
７
４
１
）

第
44
回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船「
と
う
か
い
号
」

～
洋
上
研
修
船
乗
船
者
募
集
～

◆
渡
航
日
程　

５
月
28
日
（
日
）

　

～
６
月
３
日
（
土
）

◆
寄
港
地　

上
海

◆
参
加
費　

24
万
８
千
円

◆
チ
ャ
ー
タ
ー
船　
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び

　

い
な
す
号
」

◆
参
加
資
格　

20
～
35
歳
く
ら
い
ま
で

　

の
男
女

◆
主
催　

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会

　

議
所
東
海
地
区
協
議
会

◆
照
会
先　
（
一
社
）
関
青
年
会
議
所

　
（
☎
22
―
２
２
０
５
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.sekijc.or.jp

）

市
民
掲
示
板
の
掲
載
申
し
込
み
は
秘
書
広
報
課

ま
で
。

会員
募集

エレベーター内側
壁面の広告スペース

広報せき 2017.2 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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自
衛
隊
幹
部
候
補
生
等
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ

び
予
備
自
衛
官
補
、
自
衛
官
候
補
生
男
子
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

　
（
☎
０
５
７
４
―
25
―
７
４
９
５
）

男
女
共
同
参
画
川
柳
募
集

　

日
常
生
活
の
中
で
感
じ
る
「
男
は
仕
事
」

「
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
意
識
へ
の
疑
問
や
気
づ
き
、
男
女
が
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
お
互
い
を
思
い

や
る
心
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
五
・
七
・

五
の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
お

よ
び
通
学
を
し
て
い
る
方

■
応
募
期
間　

１
月
26
日
（
木
）
～
４
月
28

日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
ま
た
は
、
官
製
は

が
き
、FAX

、E-m
ail

で
次
の
事
項
を
記

入
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
応
募
作
品
②
郵
便
番
号
・
住
所
、
③
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
④
年
齢
、
⑤
所
属
団

体
な
ど
（
学
校
名
・
学
年
）、
⑥
電
話
番

号
■
応
募
規
定　

作
品
は
他
の
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
に
応
募
し
て
い
な
い
、
未
発
表
で

自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
一
人
で
複

数
の
応
募
可
。（
入
賞
作
品
は
一
人
一
作

品
）
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入

賞
作
品
の
著
作
権
は
関
市
に
帰
属
し
ま

す
。
応
募
作
品
は
男
女
共
同
参
画
の
普

及
・
啓
発
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

■
表
彰　

▽
最
優
秀
賞　

１
点　

賞
状
お
よ

び
記
念
品　

▽
優
秀
賞　

１
点　

賞
状

お
よ
び
記
念
品　

▽
入
賞　

５
点
程
度

　

賞
状
お
よ
び
記
念
品

※
入
賞
者
へ
は
直
接
通
知
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
７
月
２
日
（
日
）
開
催
予
定
の
第

18
回
関
市
男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
て
表
彰
い
た
し
ま
す
。

■
照
会
先　

市
民
協
働
課
（
☎
23
―

7
7
1
1　

FAX

23
―
7
7
4
4　

メ
ー

ルshim
inkyodo@

city.seki.lg.jp

）

募集種目 応募資格
（年齢は 30 年 4 月 1 日現在） 受付期間 試験日

（試験会場）

幹部候補生

一般 ・22 歳以上 26 歳未満

3 月 1 日
〜 5 月 5 日 5 月 13･14 日

（14 日は飛行要員のみ）
歯科・
薬剤科

・専門の大卒者（見込含）
・20 歳以上 30 歳未満
  （薬剤：20 歳以上 28 歳未満）

予備自衛官補
一般公募 ・18 歳以上 34 歳未満

受付期間中
〜 4 月 7 日

技術公募 ・18 歳以上で保有技能により
    53 〜 55 歳未満

4 月 14 〜 18 日のうち
1 日を指定します。

自衛官候補生（男子） 18 歳以上 27 歳未満の男子
（年齢は 29 年 4 月 1 日現在） 随時受付中 3 月 4・17 日

関
市
甲
冑
製
作
同
好
会

　

戦
国
時
代
の
武
将
が
着
用
し
た
甲
冑
を

作
っ
て
み
た
い
方
、
そ
し
て
手
作
り
甲
冑

を
着
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
方
。

■
活
動
日
時　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時

～
９
時
頃　

※
１
年
半
ほ
ど
で
甲
冑
を

完
成
さ
せ
ま
す
。

■
活
動
場
所　

小
川
精
機
製
作
所
旧
建
屋

（
小
迫
間
１
１
７
）

■
活
動
内
容　

着
用
甲
冑
一
揃
え
（
兜
、胴
、

袖
、
草
摺
、
籠
手
な
ど
）
を
鉄
板
で
製

作
■
会
費
な
ど　

入
会
金
３
千
円
、
月
会
費

５
０
０
円　

※
別
途
材
料
費
、
受
講
料

が
必
要

■
申
込
方
法　

２
月
１
日
（
水
）
～
3
月

31
日
（
金
）
に
田
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ま
で
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼

用
24
―
４
８
４
８
）
で
申
し
込
み
。

■
照
会
先　

関
市
甲
冑
製
作
同
好
会
・

高
木
（
☎
０
９
０
―
６
０
９
５
―

８
６
１
４
）

【
美
濃
国
関
孫
六
隊
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
】

　

本
会
が
制
作
し
た
本
物
の
甲
冑
を
着
用

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
ま
す
。
対
象
は
中
学
生
以
上

の
方
。
申
込
・
照
会
先
は
右
記
ま
で
。

市
民
掲
示
板
の
掲
載
申
し
込
み
は
秘
書
広

報
課
ま
で
。

会員
募集

広報せき 2017.2関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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特
別
支
援
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
特
別
支

援
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト(

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア)

と
し
て
活
動
す
る
方
の
登
録
を
募
集
し

ま
す
。

■
職
種　

特
別
支
援
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト

■
活
動
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
学
校
の

授
業
日
）

■
活
動
時
間
お
よ
び
活
動
日
数　

１
日
５
時

間
程
度
（
子
ど
も
が
学
校
に
い
る
時
間
帯
）

　

年
間
１
９
０
日
以
内

■
活
動
内
容　

子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
生
活

面
や
安
全
面
に
か
か
わ
っ
て
支
援
を
行
い

ま
す
。

■
活
動
場
所　

市
内
小
中
学
校

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
そ
の
他　

教
員
免
許
状
な
ど
の
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

７
７
１
９
）

日
日
雇
用
職
員（
都
市
計
画
課
）

　

４
月
か
ら
、
市
営
住
宅
の
修
繕
業
務
な
ど

を
し
て
い
た
だ
く
日
日
雇
用
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
職
種  

大
工
（
市
営
住
宅
の
営
繕
な
ど
）

■
募
集
人
数　

１
人

■
勤
務
場
所　

都
市
計
画
課
（
市
営
住
宅
で

修
繕
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
）

※
そ
の
他　

賃
金
・
勤
務
内
容
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―

８
１
２
１　

23
―
７
７
４
６
）

「
Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
就
農
塾
生
」

　

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
で
は
、
農
業
に
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
就
農
を
目
指
す
人
の
た
め
に
、

圃
場
で
実
体
験
を
し
な
が
ら
農
業
の
基
礎
を

習
得
す
る
塾
を
開
き
ま
す
。

■
研
修
期
間　

４
月
～
平
成
30
年
３
月

■
募
集
人
員　

40
人

■
対
象
者　

農
業
に
意
欲
の
あ
る
概
ね
65
歳

ま
で
の
方

■
研
修
内
容　

基
礎
学
習
と
圃
場
実
習
（
12

回
程
度
）　

▼
基
礎
学
習
内
容　

基
礎
講

座
、
視
察
研
修
、
プ
ロ
農
家
体
験
談
、
土

づ
く
り
・
経
営
講
座
な
ど　

▼
圃
場
実
習

内
容
サ
ト
イ
モ
（
関
市
）、
夏
秋
ト
マ
ト

（
郡
上
地
域
ま
た
は
白
川
地
域
）、
夏
秋
ナ

ス
（
美
濃
加
茂
地
域
）
の
う
ち
１
コ
ー
ス

を
選
択

■
募
集
期
間　

３
月
３
日
（
金
）
ま
で

■
受
講
料　

１
万
円
（
※
講
習
代
、
保
険
料
、

視
察
代
、
資
料
代
等
を
含
む
）

■
申
込
・
照
会
先　

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
本
店
営

農
対
策
課
（
☎
23
―
５
８
８
５
）

※
随
時
就
農
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
受
付
期
間　

▽
第
１
回
募
集　

２
月

28
日
（
火
）
ま
で　

▽
第
２
回
募
集　

３
月

１
日
（
水
）
～
20
日
（
月
）
※
放
送
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
照
会
先　

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
８
―
２
７
３
―
９
６
１
４
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.ouj.ac.jp

/

）

今月の一枚

篠田桃紅≪音≫1952／54年

関市立篠田桃紅美術空間

会期：

1月6日～3月26日
関市役所・北庁舎７階　（☎23-7756）　

開館時間：午前9時〜午後4時30分

休   館  日： 月曜日、祝日の翌日

(ただし、1月9日、3月20日は開館)

篠田桃紅芸術月間2017
「桃紅×音楽 音のかたち」
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

■
意
見
を
提
出
で
き
る
人　

市
内
に
在
住
、

　

在
勤
、
在
学
の
方
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
、

　

事
業
所
の
あ
る
方
（
団
体
を
含
む
）

【
第
２
次
関
市
人
権
教
育
・
啓
発
に

関
す
る
基
本
計
画
（
案
）】

■
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
福
祉
政

　

策
課
、
企
画
政
策
課
、
各
地
域
事
務
所
、

　

西
部
支
所
、
市
立
図
書
館
、
総
合
福
祉
会

　

館
■
募
集
期
間　

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

■
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
意
見
を
記
入

　

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
①
持
参
、
②
郵
送
、
③
フ
ァ

　

ク
ス
、
④
電
子
メ
ー
ル　

※
意
見
の
提
出

　

様
式
は
自
由
で
す
。
口
頭
や
電
話
で
の
意

　

見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
※
提
出
さ
れ
た

　

意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
、

　

意
見
募
集
期
間
終
了
後
に
公
表
し
ま
す
。

　

※
住
所
、
氏
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

■
提
出
・
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
ー

　

９
０
８
３　

FAX

23
ー
７
７
４
８　

メ
ー

　

ルfukushi@
city.seki.lg.jp

）

【
関
市
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
案
）】

■
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民
協

働
課
、
企
画
政
策
課
、
各
地
域
事
務
所
、

西
部
支
所
、
市
立
図
書
館

■
募
集
期
間　

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

■
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
法
人
そ

の
他
の
団
体
の
名
称
、
計
画
内
容
に
つ

い
て
の
意
見
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①

持
参
、
②
郵
送
（
締
切
日
消
印
有
効
）、

③
フ
ァ
ク
ス
、
④
電
子
メ
ー
ル　

※
意
見

の
提
出
様
式
は
自
由
で
す
。
口
頭
や
電
話

で
の
意
見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
※
提
出

さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
、
意
見
募
集
期
間
終
了
後
に
公

表
し
ま
す
。
※
住
所
、
氏
名
は
公
表
し

ま
せ
ん
。

■
提
出
・
照
会
先　

市
民
協
働
課
（
☎
23
ー

　

６
８
３
１　

FAX

23
ー
７
７
４
４　

メ
ー

　

ルshim
inkyodo@

city.seki.lg.jp

）

受
け
よ
う
！
『
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
』
★
３
月
31
日
ま
で
！

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・

予
防
を
目
的
と
す
る『
特
定
健
診（
身
体
計
測
、

血
圧
測
定
、尿
・
血
液
検
査
、医
師
診
察
）』『
特

定
保
健
指
導
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
券

は
６
月
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
も
し
く
は
市
内
指

定
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
で
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
が
ん
検
診
も
一
緒
に
受
診
で
き
ま
す

（
個
別
健
診
の
場
合
は
、
医
療
機
関
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
）。
受
診
方
法
の
詳
細
は
、
受
診
券

に
同
封
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

健
診
後
は
結
果
に
応
じ
て
、
特
定
保
健
指

導
を
ご
案
内
し
ま
す
。
病
気
を
予
防
す
る
た

め
、
保
健
師
・
栄
養
士
が
毎
日
の
生
活
を
見

直
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
費
用

　

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

国
保
年
金
課
（
☎ 

23
―
７
７

　

０
１
）

関
市
選
挙
管
理
委
員
を
選
出

　

平
成
28
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
４
人
の
選
挙
管
理
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
会
議
に
て
、

次
の
方
が
委
員
長
お
よ
び
同
職
務
代
理
者
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
委
員
長　

篠
田
嘉
弘
さ
ん

▽
同
職
務
代
理
者　

酒
井
い
つ
子
さ
ん

▽
委
員　

中
西
貞
美
さ
ん
、
紀
藤
昌
行
さ
ん

■
任
期　

平
成
32
年
12
月
18
日
ま
で

■
照
会
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

23
―
６
８
０
３ 　

23
―
１
６
０
０
）

岐
阜
県
母
子
父
子
福
祉
資
金
の
貸
付

　

岐
阜
県
で
は
母
子
・
父
子
家
庭
や
両
親
の

い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
が
進
学
す
る
た
め
に

必
要
な
修
学
資
金
な
ど
を
貸
付
し
ま
す
。

■
利
率　

一
部
を
除
き
無
利
子

※
申
請
に
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
、
書

類
の
準
備
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

児
童
母
子
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
―
２
２
９
６
）
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軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
変
更
手

続
き
は
３
月
末
ま
で
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
に
登
録
さ

れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の

よ
う
な
場
合
は
、
登
録
の
抹
消
・
名
義
変
更

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
廃
棄
し
た

▽
他
人
に
譲
渡
し
た
　

▽
所
有
者
が
死
亡
し
た

▽
所
有
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た

　

　

ま
た
、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を
代
理
で
依

頼
し
た
方
は
、
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
か
、

今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
さ
れ

な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
照
会
先　

税
務
課
庶
務
諸
税
係
（
☎
23
―

８
８
７
４　

21
―
２
３
０
８
）　

長い間、農業に携わ
ってこられ、体が鍛
えられたとのこと。こ
れまで周りの方に支
えられたおかげと感
謝されていました。
今はひ孫までの家族
に囲まれて幸せそう
でした。

歌が大好きで、いつ
も積極的に歌われる
そうです。また、ご家
族の仲がよく、お祝
いにかけつけた“100
歳”違いのひ孫さん
を、優しいまなざしで
見つめていらっしゃ
いました。

照会先　
高齢福祉課（☎２３－７７３０）

沼田 てる さん

（倉知）

加藤 貞枝 さん

（稲口）

毎日、新聞を読むこ
とが日課だそうです。
施設でのイベントで
は、いつもニコニコ
と楽しそうに参加さ
れ、この日も100歳
のお祝い会をとても
喜んでくれました。

長尾 きみ枝　さん

（旭ヶ丘）

車　　　 種 手 続 場 所
持 ち 物

廃 車 住 所 変 更・ 名 義 変 更

原動機付自転車
（50㏄～ 125cc 以下

のバイク）

小型特殊自動車
（フォークリフト、

農耕作業用など）

関市役所  税務課
23-8874
または

各地域事務所

1. ナンバープレート
2. 所有者の印鑑
3. 標識交付証明書
4. 窓口に来られる方
　の、運転免許証な
　ど本人確認できる
　もの

1. ナンバープレート
2. 譲渡証明書
3. 所有者の印鑑（新・旧）
4. 標識交付証明書
5. 窓口に来られる方の、
　運転免許証など本人確
　認できるもの

（※ただし、市内転居の場
合 1.2. は必要ありません）

二輪車
（125cc を超えるもの）

中部運輸局岐阜
運輸支局

（岐阜市日置江
2648-1）

050-5540-2053

※左記運輸支局で必要書類等をご確認のうえ
お出かけください。

軽自動車
（三輪・四輪）

軽自動車検査協
会岐阜事務所

（羽島市福寿町平
方字丸池東 9-1）
050-3816-1775

※左記事務所で必要書類等をご確認のうえ
お出かけください。

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

税・料の納付

月2
固定資産税・都市計画税

国民健康保険税
保育料

留守家庭児童教室使用料
住宅使用料
介護保険料

後期高齢者医療保険料
納付期限：2月28日（火）

関市の人口
（1月1日現在）

 90,151 人（-96 人）

男 44,069 人 （ -41 人）

女 46,082 人  （-55 人）

世帯数 34,763 世帯  （-38 世帯）

※（　）は前月比
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地
区
集
会
施
設
に
対
す
る
助
成

制
度
を
改
正

　

市
で
は
、
地
区
集

会
施
設
に
必
要
な
資

金
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
が
、
平
成

29
年
度
か
ら
設
置
（

建
設
）
に
か
か
る
助

成
制
度
を
次
の
と
お

り
改
正
し
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
総
務

管
財
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

総
務
管
財
課（
☎
23
―
７
７
６
３
）

林
野
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

春
先
は
雨
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
、
風

が
強
い
日
が
続
く
上
に
、
山
林
に
燃
え
や
す

い
落
ち
葉
や
枯
れ
草
が
多
く
残
っ
て
い
る
た

め
、
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

林
野
火
災
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

き
火
」
や
「
火
入
れ
」、「
た
ば
こ
」
な
ど
の

火
の
取
扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末
に
よ
る
も

の
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
、
林
野
火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。

・
た
き
火
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
終
わ
っ
た
ら
完
全
に
消
火
す
る
。

・
風
の
強
い
日
や
乾
燥
し
て
い
る
日
に
は
、

た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
。

・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
火
は
必
ず
消
し
て
、

絶
対
に
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
市
民
無
料
招
待

■
期
間　

２
月
21
日
（
火
）・
24
日
（
金
）

～
26
日
（
日
）

■
場
所　

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
（
犬
山
市

大
字
犬
山
字
官
林
26
）

■
招
待
方
法　

免
許
証
、
保
険
証
な
ど
関
市

在
住
の
証
明
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、

入
園
ゲ
ー
ト
改
札
口
で
提
示
（
１
人
の

証
明
で
２
人
ま
で
入
園
可
）

※
の
り
も
の
代
、
駐
車
場
代
、
世
界
サ
ル
類

動
物
園
は
別
途
料
金
が
必
要
。

■
申
込
・
照
会
先　

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク

（
☎
０
５
６
８
―
61
―
０
８
７
０
）

犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金

　

５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の
日
」に
合
わ
せ
て
、

県
か
ら
犯
罪
被
害
遺
児
に
対
し
て
激
励
金
が

贈
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

５
月
５
日
現
在
、
県
内
に
居
住

し
、
犯
罪
被
害
に
よ
り
そ
れ
ま
で
生
計
を

共
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
ま
た
は
そ

れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ
た
方
で
、

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お
よ
び
高
等
学

校
な
ど
在
学
中
で
満
20
歳
未
満
の
方
。

※
犯
罪
被
害
と
は
、
殺
人
や
傷
害
致
死
な
ど
、

故
意
の
犯
罪
行
為
（
人
の
生
命
ま
た
は
身

体
を
害
す
る
行
為
）
に
よ
り
害
を
被
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
※
国
の
犯
罪
被
害
給
付

金
制
度
で
、
遺
族
給
付
金
の
支
給
裁
定
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
※
犯
罪

被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組
を
し

た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚
し

生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
は
除

き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額
（
１
人
あ
た
り
）　

▽
小
学
生

以
下
＝
１
万
５
０
０
０
円　

▽
中
学
生
＝

２
万
円　

▽
高
校
生
な
ど
＝
２
万
５
０
０

０
円　

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
な
ど
就

学
中
（
20
歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
限　

３
月
３
日
（
金
）　

※
申
込

期
限
以
降
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
は

早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課（
☎
23
―
９
０
８
３
）

12 月の収集量
（kg）

①今年度の
収集量

（4〜 12月）
（kg）

②平成26年度
の収集量

（4〜 12月）
（kg）

③増減量
① -②
（kg）

増減率
③÷②×
100
（％）

可燃ごみ 1,576,260 11,837,550 11,533,480 304,070 2.64

不燃ごみ 340,630 1,228,820 791,150 437,670 55.32

粗大ごみ 4,940 36,070 63,300 -27,230 -43.02

合　　計 1,921,830 13,102,440 12,387,930 714,510 5.77

【関市のごみ減量目標値】
　～平成32年度までに平成26年度比10％削減～

【平成28年ごみ収集状況】

　平成26年度と比べて、ごみ

の量が約714t増加しており、

1人あたり平均約8kgの増加で

す。中でも特に不燃ごみの量が

約437tの増加と目立ち、これ

は、年末の大掃除などに加え、

旧ごみ袋の使用期限が昨年12

月までだったことで、旧ごみ袋

を使い切ろうとして増加したと

考えられます。今年1月から新

しいごみ袋に完全に切り替わり

ましたが、ここで改めてごみの

出し方を見直し、ごみの減量を

していきましょう。

照会先　生活環境課（☎23-7702）

【今月のひとこと】

助成金の額の計算方法 限度額

平成 29 年度
10,000,000 円＋
（助成対象経費－
10,000,000 円）× 0.5

20,000,000 円

平成 30 年度
以降 助成対象経費× 0.5

100,000 円×世帯数
または 10,000,000 円
のいずれか低い額

品目 単位 価格 先月比

キャベツ 1玉 223 円 9円

大根 1本 203 円 2円

牛肉（ロース）スライス 100 ㌘ 781 円 61 円

牛乳 紙パック 1㍑ 214 円 9円

食パン スライス 1斤 159 円 △ 5円

食用油 キャノーラ油1000㌘ 254 円 0円

LPG 5 立方㍍ 4,438 円 △ 13 円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:1 月 1日）

（価格は消費税込み）△印＝マイナス

１月の平均小売価格
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35

24-2525

桜本町2 丁目 2月の休館日 6日(月)、13日(月)、20日(月)、27日(月)

24-2529

若草通2 丁目

場　所

日　時

図書館イベント参加者募集

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

4 日 ( 土 )
5 日 ( 日 )

小ホール　ホワイエ
市民ロビー

第8回ぎふ・関　全国子ども木の造形作品コンクール
5日　表彰式　午後2時 午前9時30分

4日（土）
5日（日） 会議室　個展室 第66回関市子ども美術展 午前9時30分

11 日 ( 土・祝 ) 市民ロビー アフタヌーンコンサート　遠藤拓弥/シューマンとグリーグの小品から 午前11時

18 日（土） 大ホール フレンドリーコンサート　中濃地区高等学校7校による吹奏楽の響宴 午後1時

21 日（火） 大ホール 関高等学校　SGH課題研究・フィールドワーク発表会 午前9時

26 日（日）
大ホール、小ホール

ホワイエ、会議室
関市文化協会　第10回関文化のまつり 午前10時

※行事・日時など一部変更されることがあります。2月の主な行事

2月の休館日 1日（水）～3日(金)、6日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）

図書館イベントは“参加費無料”です。図書館カウンターまたは電話、FAX、E-ma i lでお申し

込みください。  ☎24-2529  23-7780   l ib@city.seki .gifu. jp

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日、日曜日：午後2時～2時30分／4日・5日・11日・12日・18日・19日（読書の日）・25日・26日
木曜日：午前10時30分～11時／9日、23日（2～3歳児対象）、16日（0～1歳児対象）
読み手：かみふうせん、どんぐり、こちょこちょ、てくてく、図書館職員

2 月 10 日（金）　午後 1 時 30 分～ 3 時 2 月 21 日（火）　午前 10 時 30 分～ 12 時

わかくさ・プラザ学習情報館 2 階「音楽室」 わかくさ・プラザ学習情報館 2 階「ギャラリー」

30 人
20 人 母子健康手帳

一般
妊娠中期以降の妊婦 ( お子様連れは不可 )

杉山　祐子さん

（中部学院大学短期大学部幼児教育学科教授　岐阜県音楽療法士）

浅野　恵美さん

（中部学院大学看護リハビリテーション学部看護学科教授）

日　時 日　時

場　所 場　所

定　員

定　員 持ち物

対　象
対　象

講　師
講　師

内　容

内　容

音楽に合わせて体を動かす・歌う・楽器を鳴らすなど、

リズムを楽しむ体験をします。健康と若々しさをアップ

する発声をマスターして、自分らしさを表出しましょう。

親としての役割を獲得するプロセスは、ママとパパで

異なります。妊娠中から産後までの赤ちゃんの成長を

パパにも知ってもらうための働きかけを、一緒に考え

ましょう。

第259回市民の劇場 武芸川地域市民の劇場

上妻宏光、デーモン閣下、山井綱雄
能舞音楽劇～義経記～

イリュージョンマジック＆コメディパフォーマンスショー
安田悠二withユージョン☆ファクトリー

開場  午後6時

開演  午後6時30分

全席指定5,000円

開　　場
開　　演

午後1時30分
午後2時

3月10日(金) 3月12日(日)

2月の
おはなし会

2月の
おはなし会

健康増進、おとなのリトミック
＜中部学院大学シリーズ第2期⑩＞

親としての自覚にズレ  ―パパを育てるー
＜中部学院大学シリーズ第2期⑪＞

好評発売中！

1月31日（火）～2月3日（金）までは蔵書点検のため休館します。本の返却はブックポストにお願いします。
※ビデオ・CD・DVDは傷みやすいため、図書館内にいる職員に手渡しでご返却ください。

2月7日（火）
発売開始

自由席　中学生以下500円　
　　　　一般1,000円
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しあわせ ヘルス だより

関市保健センター
☎ 24-0111

23-6757

照  会  先
武芸川保健センター

☎ 46-2899
洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

36広報せき 2017.2

sekiフィットネススタジオ

◆日　　時

◆場　　所
◆内　　容
◆定　　員

◆受  講  料
◆持  ち  物

２月 23 日（木）
午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
関市保健センター
ボクシングエクササイズ
30 人
※予約不要、定員になり次第受付
　を終了
無料
室内用運動シューズ、汗拭きタオ
ル、飲み物、運動のできる服装

せき＊しあわせヘルスマイレージ
ポイント対象事業＝ 1P

せき＊しあわせヘルスマイレージ
ポイント対象事業＝ 2P

パブリックコメント

「第２次関市食育推進基本計画（案）」

ヘルシー栄養教室

　現在策定中の「第２次関市食育推進基本
計画（案）」について、意見を募集します。

　運動を始めたい方へ。
   今月のメニューはこれ！

◆意見を提出できる人

◆提出方法

◆募集期間

◆公表方法

◆照会・提出先
 

◆日　　時

◆内　　容

◆場　　所
◆対　　象
◆定　　員

◆参  加  費
◆持  ち  物

◆申  込  先

市内に在住、在勤、在学の方または市内に事
務所、事業所をお持ちの方（団体を含む）

住所、氏名または法人その他の団体の所在
地、名称、計画内容についての意見を所定様
式に記入し、次のいずれかの方法で提出して
ください。①持参、②郵送（締切日消印有効）、
③ファクス、④電子メール
※所定の様式は公表場所または市ホームペー
　ジから入手できます。任意様式でも構いま
　せんが、所定の様式と同様の内容を記入し
　てください。
※提出された意見とそれに対する市の考え方
　を、意見募集期間終了後に公表します。
※住所、氏名は公表しません。

2 月８日（水）～ 3 月１０日（金）

市ホームページ、関市保健センター、各地域
保健センター、各地域事務所、西部支所、市
立図書館、企画政策課

関市保健センター（☎ 24-0111　FAX 23-6757
       　　　　　　　　　                   hoken-c@city.seki.lg.jp）

3 月 16 日（木）、17 日（金）
午前 10 時～午後１時
健康ミニ講座、500 キロカロリー
バランスメニューとヘルシーおや
つの調理実習
関市保健センター
市内在住の 74 歳以下の方
各日 30 人
同一メニューです。どちらかを選
んでください。定員になり次第締
め切り。
300 円
エプロン、三角巾（バンダナ等）、
筆記用具
関市保健センター

（☎ 24-0111　FAX 23-6757）
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日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

2/5 にしだ泌尿器科クリニック（緑 町 2 丁 目 ☎ 25-2755）か と う 歯 科（富 之 保 ☎ 49-3009）

11 桜 台 医 院（桜 台 1 丁 目 ☎ 24-4100）加 藤 歯 科 医 院（本 町 6 丁 目 ☎ 22-0940）

12 阿 知 波 医 院（出 来 町 ☎ 22-3271）稲 口 歯 科 医 院（清 水 町 ☎ 24-5722

19 あ ず ま 整 形 外 科（上 白 金 ☎ 28-6811）亀 山 歯 科 医 院（小 屋 名 ☎ 28-2122）

26 今 峰 ク リ ニ ッ ク（稲 口 ☎ 21-0501）あずき畑デンタルクリニック（下有知小豆畑 ☎ 46-7676）

2
月
の
休
日
診
療
当
番※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）岐阜県広域災害救急医療情報システム（http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/）

こころの健康相談

2 月の成人健康相談

●日時・場所　
　2 月 14 日（火）
　午後 1 時 20 分～ 3 時 45 分
　関市保健センター
●相談員　専門医師、保健師
●予約先　関市保健センター ( ☎ 24-0111)
　　　　　関保健所（☎ 33-4011）
うつ病、アルコール依存症、
引きこもりなどでお悩みの方
ご相談ください。

　関信用金庫本店（東貸上）
　　　　　　　　9：00～12：00

  3月14日（火）
めぐみの農協本店（若草通）

　　　　　　　　13：30～16：30

― 届けよう　そのやさしさを　献血で ―

献血にご協力を

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

・予約が必要です。定員に達している場合は、ご了承下さい。
☆ 2 月 14 日 13:00 ～ 15:00 を新たに追加しました。（予約は 1 月 4 日から開始しています）
◎医療機関でも受診できます。直接ご予約ください。

・★マークの検診には託児があります。ご希望の方は、予約時にお申し込みください。
▼注意事項　受診時は、受診券と健康手帳（緑色のファイル）をご持参ください。
　健康手帳は、初めて受診された方に関市指定医療機関または各保健センターでお渡しします。（受診券が届かない場合は、保健センターへご連絡ください。）

種  別 場所（対象地域） 日 時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター（関） 毎週 ( 火 ) 10:30 ～ 11:15 母子健康手帳の交付・妊婦健診受診券の交付
妊娠中の健康についてのお話。ご都合が悪い場合は、ご連絡の
上保健センターの開庁時間内（8:30 ～ 17:15）にお越しください。

（TEL:0575-24-0111）その他保健センター 予約制

はじめての
子育て教室

関市保健センター（全地域）
2 月はお休みです。次回は 3 月 10 日（金）
19:00 ～ 21:00 です。（予約が必要）

すこやか相談 関市保健センター（全地域） 15 日 ( 水 ) 13:00 ～ 医師による発育・発達相談（予約が必要）

乳幼児
健康相談

関市保健センター（関） 27 日 ( 月 ) 　 9:00 ～ 10:00

身体計測・育児相談
武芸川保健センター（武芸川） 24 日 ( 金 )  10:00 ～ 11:00

 13:30 ～ 14:30
洞戸ふれあいセンター（洞戸） 16 日 ( 木 ) 　 9:30 ～ 11:00

板取保健センター（板取） 10 日 ( 金 ) 　 9:30 ～ 11:00
上之保保健センター（上之保） 28 日 ( 火 ) 　 9:30 ～ 11:00

健診場所 月　日 時　間 特定健診
前立腺がん・肝炎検査

肺・胃・
大腸がん

乳がん
子宮がん★ 骨粗しょう症★ ヤング

健診

関市保健センター   2 月 14 日（火）
  9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 15：00

○

場所（照会先） 日 時　間 内　容
関市保健センター  ( ☎ 24-0111) 20 日（月）   9：00 ～ 11：00

血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、
保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要です。） 

武芸川保健センター  ( ☎ 46-2899) 27 日 ( 月 ) 10：00 ～ 11：00
洞戸保健センター  ( ☎ 0581-58-2204) 16 日 ( 木 ) 13：30 ～ 15：00
板取保健センター  ( ☎ 0581-58-2204) 10 日 ( 金 ) 13：00 ～ 14：30

上之保保健センター   ( ☎ 40-0020) 28 日 ( 火 ) 13：00 ～ 15：00

毎年、血液が不足しないよう、若い時から献血のご協力をお願いします！

「はたちの献血キャンペーン」
期間　1 月 1 日～ 2 月 28 日の 2 か月間　　標語　「二十歳の君がつなげる命」

せき＊しあわせヘルスマイレージ対象事業（２Ｐ）

※３日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去
　などされた方は採血できません。ご注意ください。

2 月の妊婦教室・乳幼児相談

2 月の関市健診

広報せき 2017.2



本誌は再生紙を利用しています。

●高齢者相談（各地域包括支援センター）
　中央第１☎ 23-0660 ＜安桜・倉知＞
　中央第２☎ 23-5320 ＜旭ヶ丘・下有知＞
　中央第３☎ 28-2208 ＜瀬尻・広見・千疋・小金田・保戸島＞
　中央第 4☎ 24-8580 ＜富岡・田原・桜ヶ丘＞
　東☎ 40-1237 ＜富野・武儀・上之保＞
　西☎ 45-1007 ＜板取・洞戸・武芸川＞
　月～土曜日 午前 9 時～午後 5 時
　※お住まいの地区の包括支援センターにご相談ください。
●福祉総合相談（☎ 22-0372）
　各日とも午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　関　毎週土・日曜日　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
　洞　戸　10 日（金）　 板　取　   2 日（木）
　武芸川　21 日（火）　武　儀　17 日（金）
　 上之保 　28 日（火）
●生活困窮に関する相談（☎ 21-1001）※電話予約が必要
　月～金曜日（祝日を除く）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　※月曜日は午後 5 時まで
　　総合福祉会館１階「生活支援相談室」
●人権（悩みごと）相談（☎ 23-9349）

　 ▼  7 日（火） 午後 1 時～ 4 時　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
●心身障がい者（児）総合相談（☎ 23-9032）

　 ▼  19 日（日）午前10時～正午　総合福祉会館1階「生活訓練室」
●心の健康相談（☎ 21-5566）　※事前予約が必要

　 ▼ 13 日（月） 午後 2 時～、3 時 10 分～、4 時 20 分～
　　（1 日 3 人まで）かざぐるまサポートセンター（稲口 774-1）
●家庭児童相談（☎ 22-1154）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　保健センター内「ひだまり」
●母子父子寡婦・女性相談（☎ 23-2296）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前 9 時～午後 4 時
　総合福祉会館 1 階「児童母子福祉センター」
●DV 電話相談（手をつなぐ女たちの会）（☎ 25-1489）
　毎週木曜日　午後 0 時 30 分～ 4 時　手をつなぐ女たちの会

日 関　地　区 武芸川地区

2/4 山 田 設 備 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 5 9 7 5 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

5 ア テ イ ン ム ラ イ （ 春 里 町 2 丁 目 ☎ 2 2 - 9 4 3 2 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

11 シ ン エ イ 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 1 7 ） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

12 堀 内 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 2 8 8 0 ） 井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

18 石 田 水 道 （ 各 務 原 市 ☎ 058 -384 - 0312） 武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

19 山 中 工 務 店 （ 小 瀬 ☎ 4 6 - 8 1 1 6 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

25 長 沼 水 道 工 業 所 （ 本 町 4 丁 目 ☎ 2 2 - 0 2 0 5 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

26 早 川 水 道 工 業 （ 明 生 町 5 丁 目 ☎ 2 2 - 2 8 9 5 ） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

2/4 漆 畑 商 店 （ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ） ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581 -57 -2727）

5 加 納 水 道 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ） 吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581 -36 -3847）

11 加 藤 設 備 工 業 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ） ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581 -58 -8228）

12 石 原 設 備 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ） ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581 -57 -2725）

18 三 和 水 道 （ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ） 吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581 -52 -2038）

19 マ ス ヤ 設 備 工 業 （ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ） 後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575 -34 -0586）

25 西 部 設 備 （ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787） 美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575 -33 -0537）

26 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ） ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581 -57 -2727）

2月の水道当番

2月の各種無料相談案内

●教育相談（関市ふれあい教室☎ 23-7773、まなびセンター☎ 23-7760）
　月～金曜日　午前 9 時～午後 4 時　関市ふれあい教室（栄町 3）
　火～日曜日　午前 9 時～午後 5 時　まなびセンター（学習情報館 3 階）
●婚活サポートセンター（ハッピークローバー）
　中央公民館（わかくさ・プラザ内）（☎ 23-7776）

　 ▼  3 日（金）・17 日（金）午後 1 時～ 3 時 30 分

　 ▼ 11 日（土）・26 日（日）午前 9 時～ 11 時 30 分　　　
　　洞戸ふれあいセンター（ほらどキウイプラザ内）
　　および武儀生涯学習センター
　 ▼  3 日（金）午後 1 時～ 3 時 30 分　　 ▼ 26 日（日）午前 9 時～ 11 時 30 分

●内職就業相談（☎ 24-6767）
　毎週木曜日　午前 10 時～午後 3 時　アピセ・関（平和通 7）
●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎ 058-278-1149）
　15 日（水） 午前 9 時～午後 4 時　市役所 1 階アトリウム 「相談コーナー」
●消費生活相談（☎ 23-6752）
　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前 9 時～午後 4 時
　商工課（消費生活相談室）
●法律相談（☎ 22-2266）

　 20 日（月）午後 1 時～午後 4 時　関商工会議所（予約が必要）

●法律相談（弁護士）（☎ 23-6706）
　前日に電話予約（午前 8 時 30 分～市民課・先着 8 人）
　 ▼  9 日（木）・16 日（木）・23 日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
●行政相談（☎ 23-6706）
　 ▼  2 日 （木）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
　 ▼ 21 日 （火）午後 1 時～ 3 時　武芸川老人福祉センター「会議室」
●行政書士による許認可手続相談（岐阜県行政書士会　☎ 058-263-6580 ）
　 ▼ 21 日（火）午後 1 時～ 4 時　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
●不動産に関する相談（☎ 23-6706）
　 ▼ 14 日（火）午後 1 時～ 4 時　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」

発行／岐阜県関市　編集／秘書広報課　〒 501-3894 関市若草通 3 丁目1番地　☎ 0575-22-3131　　 0575-23-7744
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各老人福祉センター
相談室｝
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